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１　アンケート結果
第５回世界のウチナーンチュ大会参加者

アンケートの集計結果

琉球大学　野入直美

１．調査の概要

　琉球大学の研究グループは、第５回世界のウチ

ナーンチュ大会実行委員会事務局の協力を得て、「人

の移動と２１世紀のグローバル社会」事業・移民研究

班（代表：町田宗博）を中心として、第５回世界の

ウチナーンチュ大会の参加者を対象とするアンケー

ト調査を行った。調査に携わったのは、金城宏幸、

前村奈央佳、崎濱佳代、佐久本義生、野入直美をメ

ンバーとする研究グループである。

　この調査は、２００６年の第４回大会調査（有効回答

数７７８）に続いて２度目のものであり、今大会調査で

は回答者数が１１２７人、有効回答は１０４５であった。

　今回は、沖縄セルラースタジアム那覇が主要会場

のひとつとなり、県民の参加が増えたことを受け

て、沖縄県在住者もアンケートに回答している。回

答者のうち沖縄在住は２５２人、有効回答の２４．０％で

あった。ここには、沖縄在住の日系人や外国人が含

まれており、英語による回答２６、スペイン語７、ポ

ルトガル語１があった。英語回答が沖縄在住者の

１０．４％にのぼっていることからも、「県民参加」の内

部に多様性があることがうかがえる。

　質問項目は、前回大会の調査で用いたものを土台

として、新たに経済効果やウチナー意識に関連する

設問を加え、自由回答２項目を含む１８項目を設け、

英語、ポルトガル語、スペイン語、フランス語に翻

訳した。言語別の有効回答数は、日本語４４１、英語

４０４、ポルトガル語１０５、スペイン語７３、フランス語

２２であった。

　調査票は６５００部印刷され、うち５０００部は、第５回

世界のウチナーンチュ大会実行委員会事務局が準備

した海外参加者のためのお土産のパッケージに同封

され、開会式において配布された。残りの調査票

は、回収員が持参して会場で参加者に記入を依頼し

てまわった。さらに県内１１の宿泊施設のフロント、

那覇空港出発ロビー総合案内所にも数部ずつ置かせ

ていただいた。

　海外参加者のための主な回収員は琉球大学の学生

であり、２０１１年１０月１５日に沖縄セルラースタジアム

那覇と沖縄コンベンションセンターで、１６日に沖縄

セルラースタジアム那覇で、大会終了後の１０月１７日

と１９日に那覇空港で回収作業を行った。場所ごとの

回収数は、沖縄セルラースタジアム那覇５５９、沖縄コ

ンベンションセンター１９３、那覇空港国内線出発ロ

ビー９８、同国際線出発ロビー３７、会場回収箱３２、ホ

テル回収箱９２、その他（後日郵送など）３４であった。

　調査票の回収にあたっては大会実行委員会事務

局、ニューカレドニア沖縄県人会、県内宿泊施設、

那覇空港ビルディング、一橋大学・沖縄国際大学の

学生・院生の協力を得た。

２．回答者の基本属性

（１）年齢と性別

　調査回答者のうち、もっとも多数の世代は６０代で

あった。一方で、４０歳未満の年代は、回答者の

３６．３％を占めている（前回大会調査１６．３％）。とくに

２０代の回答者の増加が目立った（前回６．８％、今回

１５．７％）。前回大会の調査データと比較すると、若

い世代の増加が見いだせる。

　性別では、性別に関する有効回答１０３７のうち、男

性４００（３８．６％）、女性６３７（６１．４％）であった（前回：

男性４０．２％、女性５９．８％）。年代別では、２０代、５０代、

７０代において、とくに女性の占める比率が大きい。

不明 8, 1%
10代 49, 
5%

20代 163, 
16%

30代 163, 
16%

40代 123, 
12%50代 170, 

16%

60代 217, 
21%

70代 118, 
11%

80代 27, 2%

図１　調査対象者の年齢（Ｎ＝１０４５）

表１　年代別・性別　調査回答者数

合計不明女性男性
３００３９０代
２７１１８８８０代
１１８１７３４４７０代
２１２５１２３８９６０代
１７００１０７６３５０代
１２３０６９５４４０代
１６３１９７６５３０代
１６３０１０４５９２０代
４９０３６１３１０代
４０３１９歳以下

１０３７８６３０３９９合計
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（２）回答者の構成と移民世代

　回答者の約半数にあたる５３５人は「沖縄系移民であ

る」と回答し、１０３人が「沖縄系でない移民」と答え

た。沖縄県在住は２５２人であった。「その他」の１５５人

には、国際結婚の配偶者や、文化や芸能などに関心

を持って沖縄系の活動に参加している人が含まれて

いると思われる（図２）。ちなみに前回調査において

は、沖縄系移民７７．４％、沖縄系ではない１６．６％、そ

の他５．４％であった。

　「沖縄移民である」と答えた回答者５３５人のうち、

１世（１３４人）は４分の１を占めている。最も多い世

代は３世（１６６人）で、１世だけでなく２世をも上

回っていることが特徴的である。海外在住の沖縄系

の活動において、３世が核となる世代となってきて

いることがうかがえる（図３）。ちなみに前回調査で

は、１世１８．８％、２世３７．４％、３世３６．３％、４世

５．６％、５世０．３％であった。

沖縄系 
移民 
51%

1世 
134 
25%

2世 
142 
27%

3世 
166 
31%

沖縄県 
在住 
24%

その他移民 
10%

その他 
15%

4世 29,  
5%

無回答 
61, 11%

5世 3, 1%

※沖縄県在住者の中にも「沖縄系移民」と回答した日系人が18名含まれるが、ここでは「沖縄県在住」にまとめ、「沖縄系移民」
は県外・海外参加者としている。

（３）現在の居住国

　大会参加者と調査回答者の居住国の比率は、おお

まかに一致している（表２）。

最も多くの回答者が居住しているのはアメリカ合衆

国３９０であり、ついで日本３４２（うち２５２が沖縄）で

あった。南米ではブラジル１０４が突出しており、ア

ルゼンチン３２、ペルー３１、カナダ２６、ニューカレド

ニア２２と続いている。

表２　大会参加者と調査回答者の居住国

調 査 回 答 者大 会 参 加 者
３９０　（１５１）アメリカ合衆国（うちハワイ）２９５６（１１０１）アメリカ合衆国（うちハワイ）

１０４ブラジル１２１３ブラジル
３２アルゼンチン２７６アルゼンチン
３１ペルー３４５ペルー
１５その他南米９２その他南米
２６カナダ１６４カナダ
１３アジア１３７アジア
４ヨーロッパ５１ヨーロッパ
０アフリカ３アフリカ
２２ニューカレドニア５５ニューカレドニア
１４その他オセアニア１１その他オセアニア

１４海外ＶＩＰ
９０県外２０４６国内（県外）
２５２県内
５２不明

１０４５合計７３６３合計

※大会参加者数は第５回世界のウチナーンチュ大会実行委員会事務局調べによる。

図２　回答者の構成（Ｎ＝１０４５） 図３　沖縄系移民の世代構成（Ｎ＝５３５）
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図４　大会参加者の居住国（Ｎ＝７３６３） 図５　調査回答者の居住国（Ｎ＝１０４５）

アメリカ 
合衆国 
2956, 
40%

アメリカ 
合衆国 
390, 
37%

県内 
252, 
24%

　国内 
（県外） 
　2046, 
　28%

ブラジル 
1213, 
16% ブラジル 104, 10%
アルゼンチン 276, 4%

ペルー 345, 5%

カナダ 164, 2%

その他南米 
92, 1%

アジア 
137, 2%

ヨーロッパ 
51, 1%

ニューカレドニア 
55, 1%

アルゼンチン 32, 3%
ペルー 31, 3%

カナダ 26, 3% その他南米 15, 2%

県外 
90, 9%

不明 52, 5%

ニューカレドニア 
22, 2%

（５）日本語能力

　沖縄系移民の日本語能力は、「できない・あいさつ

程度」「聞き取れるが話せない」という回答の比率が、

全体では５１．０％に達している。世代別では、同じ回

答の比率が２世は５２．１％、３世では７４．１％にのぼっ

ている（表４）。世代の推移に伴って、日本語を前提

としたコミュニケーションやネットワーク化は成り

立たなくなっていることがわかる。

表４　沖縄系移民　世代別日本語能力（Ｎ＝４７４）

合　計無回答
日本語で不自
由なく議論で
きる。

日常の会話で
話したり聞い
たりできる。

日常の会話を
聞き取れるが、
話すことがで
きない。

まったくでき
ない。もしく
は、あいさつ
程度。

１３４２８６２７８１１１世

１４２１１４５３３６３８２世

１６６４９３０３９８４３世

２９０３４５１７４世

３０００１２５世

４７４７１１２１１４８９１５２合計

（４）沖縄に初めて来た人、来たことのある人

　「これまでにも沖縄に来たことがある」と回答して

いる人は４０８人であった。その比率は、回答者全体

では３９．０％、県内在住者を差し引いた７９３人では

５１．４％にのぼっており、「今回、来るのが初めて」あ

るいは「移民して初めて帰って来た」という人を大

きく上回っている。世界のウチナーンチュ大会は、

くりかえし沖縄を訪れている人たちによって支えら

れていることがわかる。

表３　沖縄に住んでいる人・初めて来た人・来たことのある人（Ｎ＝1045）

現在、沖縄に住んでいる ２５２（２４．０％）

今回初めて来沖した ２４４（２３．３％）

移民してから初めて帰沖した １９（１．８％）

これまでにも沖縄に来たことがある ４０８（３９．０％）

無回答・その他 １２２（１１．７％）
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　回答者全体では、「日本語ができない・あいさつ程

度」または「聞き取れるが話せない」人は、合わせ

て４０．２％であった（図６）。県内参加者を合わせた回

答者全体で、およそ４割の人は日本語力に制限があ

るということになる。世界のウチナーンチュ大会に

おける多言語サービスの提供には、大きなニーズが

あると思われる。

（６）職業・学歴・階層帰属意識

　回答者の職業については、自営業（１６．０％）より

も雇用者（３６．４％）の比率が大きくなっている。最

も回答の多かった職業は「技術・専門職」（１５．２％）

であった。

　学歴は、「中卒」と「高卒」という回答を合わせた

比率は３２．０％であり、大学卒以上の人の比率は

４６．５％であった。回答者は相対的に高学歴であるこ

とが見てとれる。

　「あなたが現在お住まいの社会を以下の５つの階

層に分けるとすれば、あなた自身はこのどれに入る

と思いますか」という設問に対して、最も回答が多

かったのは「中の中」で５９．２％であった。以上から、

相対的にゆとりのある階層の人々が大会に多く参加

していることがうかがえる。

図６　回答者の日本語能力（Ｎ＝１０４５）

日本語はできない 
・あいさつ程度 
 　280, 27%

日本語はできない 
・あいさつ程度 
 　280, 27%日本語で 

不自由な 
く議論で 
きる 
416, 40%

日本語で 
不自由な 
く議論で 
きる 
416, 40%

無回答 40, 4％ 

日常の会話を 
聞き取れるが 
話せない 
140, 13%

日常の会話を 
聞き取れるが 
話せない 
140, 13%

日常会話 
で話した 
り聞いた 
りできる 
169, 16%

日常会話 
で話した 
り聞いた 
りできる 
169, 16%

自営（農林・漁業） 1％ 

自営（商工サービス業） 6％ 

その他自営業  8％ 

家族経営， 手伝い  2％ 

管理職  7％ 

専門・技術職  15％ 

事務職  8％ 

労務職  3％ サービス業 7％ 

パート・ 
アルバイト 3％ 

学生 10％ 

無職・退職者 11％ 

その他 8％ 

無回答 2％ 

専業主婦 9％ 

図７　回答者の職業　自営（農林漁業）（Ｎ＝１０４５）

表５　調査回答者の学歴

累積％有効％％度数

７．０７．０７．０７３中学（旧小学・旧高等小学）卒有効

３２．０２５．０２５．０２６１高校（旧中学）卒

４９．７１７．７１７．７１８５短大・専門学校卒

８４．１３４．４３４．４３６０大学卒

９６．２１２．１１２．１１２６大学院卒

９８．６２．４２．４２５その他

９８．８０．２０．２２わからない

１００．０１．２１．２１３無回答

１００．０１００．０１０４５合　　　計
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３．大会参加とその効果

（１）どのイベントに参加したか

　最も多くの回答者が「参加した」と答えたイベン

トは、閉会式・グランドフィナーレであり、開会式、

前夜祭パレードがそれに続いた。ワールド・バザー

ル、世界エイサー大会、チャンプルー交流祭など、

大きな会場で比較的長時間にわたって催されたイベ

ントで参加者数が多くなっている。

　ただしこの調査データは、実際の参加者数を正確

に反映したものではない。大会の感想を聞くという

アンケートの主旨から、大会期間中は終盤の二日間

だけ、それも主要な二つの会場で集中的に回収作業

を行っているので、大会期間の前半、小規模会場の

イベントにだけ参加した人は回答者から漏れている

可能性がある。

表６　回答者の階層帰属意識

累積％有効％％度数

２．５２．５２．５２６上有効

２９．１２６．６２６．６２７８中の上

８８．３５９．２５９．２６１９中の中

９７．３９．０９．０９４中の下

９８．２０．９０．９９下

１００．０１．８１．８１９無回答

１００．０１００．０１０４５合計

表７　調査回答者のイベント参加

６０４前夜祭パレード

１２５特別公演「翔べ！尚巴志」

６４３開会式

１１８世界のウチナーンチュ　世界・平和・未来展

４０１ワールド・バザール

１０８移民資料展

１５２チャンプルー交流祭

１４国際親善ゲートボール大会

９１ワールドビジネスフェア

２７国際親善フットサル大会

９３空手道・古武道交流祭

３７グローバル次世代プロジェクト

７８空手・琉舞奉納演舞

２２８世界エイサー大会

５６８閉会式・グランドフィナーレ

２９ＮＨＫのど自慢大会

（２）今後の「世界のウチナーンチュ」との交流予定

　「今回の大会をきっかけに、今後、『世界のウチ

ナーンチュ』との交流を行う予定がありますか？」

という設問に対する回答では、沖縄県在住者を含め

ても、４４４人、回答者の４２．５％が「交流する予定が

ある」と答えている（図８）。県外・海外からの参

加者だけに限定すると、「ある」３７９（４７．８％）、「ない」

３３５（４２．２％）となり、交流予定「あり」という回

答の比率が「ない」をわずかに上回っている（図９）。

　なお、前回大会調査では、交流予定「ある」５０．１％、

「ない」４９．９％であった。

（３）大会の経済効果

　大会の経済効果を明らかにするための設問は、第

５回世界のウチナーンチュ大会実行委員会事務局と

連携して作成したものである。

　回答者は、「今回沖縄に来て、滞在するのにいくら

支出されましたか」という設問に対して、円（￥）

または米ドル（＄）を選び、おおよその金額を記入

している。

　「航空券代・宿泊費」がセットになっているのは、

図８　回答者全体：今後の「世界のウチナーンチュ」
との交流予定（Ｎ＝１０４５）

ある 
444 
42%ない 

508 
49%

ない 
508 
49%

無回答 
93 
9%

図９　海外・県外参加者：今後の「世界のウチナー
ンチュ」との交流予定（Ｎ＝７９３）

ある 
379 
48%

ない 
335 
42%

ない 
335 
42%

無回答 
79 
10%
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海外からの参加者の圧倒的多数が宿泊込みでパッ

ケージされたツアー客として沖縄にやってきている

ためである。「航空券代・宿泊費」のうち、どのくら

いの金額が沖縄県内の宿泊施設に支払われているの

かは、このデータだけでは明らかになっていない。

　回答者の支出合計は、７８８８万７７８７円であった。海

外参加者による支出が最も大きく、およそ７３００万

円、全体の９２．８％を占めている。続いて県外参加者

およそ３４８万円、県内参加者およそ９６万円となって

いる。ここには渡航費用も含まれるため、沖縄県内

における支出額は不明であるが、大会参加者が旺盛

な消費活動を行い、相当規模の経済効果が生じてい

ることは疑いをいれない。

　最も大きな支出費目は「航空券・宿泊費」で、お

よそ４３００万円にのぼっている。

　ひとりあたりの平均支出額は、海外参加者がおよ

そ２７万円、県外参加者がおよそ１９万円、県内参加者

がおよそ２０万円であった。

　この設問について留意すべき点は、回答率の低さ

である。最多数の回答を得た費目である「航空券・

宿泊費」４１２でさえ、有効回答１０４５票の３９．４％に過ぎ

ない（表９）。さらに、多くの回答者がややこしい費

目を飛ばして記入していることからも、支出額合計

と平均支出額は、以下の数値を上回ると考えられる。

４．ウチナー意識

（１）「ウチナーンチュ」とはどのような人か

　「あなたが考える『ウチナーンチュ』とはどのよう

な人ですか。必要だと思われるすべてに○をつけて

ください」という設問に対して、最も多く回答が

あったのは「沖縄が好きな人」６４０であり、逆に最も

少なかったものは「方言を少しでも話せる人」３２３で

あった。

　回答の選択肢をカテゴリーに分けてみると、〈愛

着〉が最も大きく、〈貢献意思〉〈ルーツ〉〈出生〉と

続く。〈沖縄居住経験〉は相対的に低く、最も低いも

のは〈言語・文化・歴史の知しつ〉であった。

　生得的な属性である〈ルーツ〉〈出生〉よりも、後

天的に、誰かから伝えられたり本人が選んだりして

獲得できる〈愛着〉〈貢献意思〉が上位にきている。

表８　大会参加に関して来沖・滞在にかかった費用：合計（円）

合　計不　明県内参加者県外参加者海外参加者

４３，０６６，７３４５５７，５００６３５，０００２，３６３，７００３９，５１０，５３４航空券・宿泊費

１９，５０４，１８４１９２，３００２４５，１１４２４２，６００１８，８２４，１７０飲食費

９，０４４，１００２９８，０００４５，２００４８６，８００８，２１４，１００お土産・ショッピング

２，７５０，７１９８６，６００５４６２０８，０００２，４５５，５７３娯楽費

９７４，０９０１５，８５０５０，０００８７，８００８２０，４４０入場料

３，５４８，０５０８０，０００８，８００９５，８６０３，３６３，３９０その他

７８，８８７，８７７１，２３０，２５０９８４，６６０３，４８４，７６０７３，１８８，２０７合計

人数合計人数不明人数沖縄人数県外人数海外

４１２１０４，５３１６９２，９１７４１５８，７５０３１７６，２４８３７１１０６，４９７航空券・宿泊

３１２６２，５１３４４８，０７５２２１１，１４２１３１８，６６２２７３６８，９５３飲食費

３１７２８，５３０４７４，５００５９，０４０１５３２，４５３２９３２８，０３４お土産・ショッピング

１４７１８，７１２３２８，８６７１５４６７２９，７１４１３６１８，０５６娯楽費

１２６７，７３１３５，２８３２２５，０００５１７，５６０１１６７，０７３入場料

９３３８，１５１１８０，０００３２，９３３６１５，９７７８３４０，５２３その他

２６０，１６８３２９，６４２２０７，４１１１９０，６１４２６９，１３６合計

表９　大会参加に関して来沖・滞在にかかった費用：ひとりあたり平均と回答者数：（円）

※ドルで回答された金額は１ドル７８円で換算している。
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そして、獲得できるものであっても、とくに海外か

らの参加者にとって要件を満たすことが難しい〈沖

縄居住経験〉〈言語・文化・歴史の知しつ〉は下位で、

とくに方言を話す能力は最も下位となっている。

（２）自分を「ウチナーンチュ」と思うか

　調査回答者全体では、「ご自身を『ウチナーンチュ』

だと思いますか」という設問に対して、「とてもそう

思う」・「ややそう思う」と答えた人は８６９人で、有効

回答の８３．２％であった（図１１）。

　沖縄系移民５３５人については、同じ回答の比率は

９４．２％であった（図１２）。世代別に見てみると、２世

は９３．０％、３世は９３．９％であり、ごく僅差ではある

が、ウチナーンチュとしてのアイデンティティの強

さにおいては、３世が２世を上回る結果となった

（表１０）。

　日本語能力に関しては、「日常会話で話せる」「不自

由なく議論できる」という回答の比率が２世は

４７．２％、３世は２３．５％となっており（表４）、世代の

推移と日本語能力の低下は相関しているのだが、ウ

チナー意識に関しては同じ相関は見られない。３世

は、回答者数においても２世を上回っている。３世

が厚い層をなし、強いウチナー意識をもって世界の

ウチナーンチュ大会に参加していることがうかがえ

る。

図１１　回答者全体：自分を「ウチナーンチュ」だと
思うか（Ｎ＝１０４５）

図１２　沖縄系移民：自分を「ウチナーンチュ」だと
思うか（Ｎ＝５３５）

とても 
そう思う 
623 
60%

とても 
そう思う 
366 
68%

やや 
そう思う 
246 
23%

やや 
そう思う 
246 
23%

やや 
そう思う 
138 
26%

やや 
そう思う 
138 
26%

あまりそう 
思わない 
69，7%

あまりそう 
思わない 
10，2%

まったくそう 
思わない 
84，8% まったくそう 

思わない 
8，2%

無回答 
23，2%

無回答 
10，2%

図１０　回答者による「ウチナーンチュ」像
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（３）沖縄県人会活動への参加

　海外・県外から参加した回答者のうち、住んでい

る地域で沖縄県人会の活動に参加しているかどうか

を尋ねたところ、「よく参加する」・「ときどき参加す

る」という回答を合計した比率は５９．１％であった。

海外在住者の多くは、大会の情報を沖縄県人会から

得て参加しているために、県人会参加率が高いと考

えられる。

　一方で、沖縄県人会に「全く参加しない」・「ほと

んど参加しない」と答えた人も３０．３％にのぼってい

る。沖縄県人会からすれば、日ごろは県人会活動に

参加していない人も相当数含まれる大会参加者をと

りまとめ、沖縄県に参加者名簿を送ったり、沖縄県

からの連絡事項を参加者に伝えたりしているという

ことになる。大会参加をめぐって、このような負担

が沖縄県人会に課せられているという認識は必要で

あろう。さらに、前述したように、日本語ができな

い層は沖縄系移民の５１．０％を占めている。大会主催

者は、現地の言語による情報・サービスの提供など

によって、海外の沖縄県人会の負担を軽減する必要

があると思われる。

表１０　沖縄系移民の世代別ウチナー意識：自分を「ウチナーンチュ」だと思うか

％合　計％無回答％
まったく
そう思わ
ない

％
あまりそ
う思わな
い

％
ややそう
思う

％
とてもそ
う思う

１００１３４１．５２００００７．５１０９１．０１２２１世

１００１４２２．１３１．４２３．５５３３．１４７５９．９８５２世

１００１６６３．０５１．２２１．８３３３．７５６６０．２１００３世

２９０００１１１８４世

３０００１２５世

６１３４２１３３９無回答

１００５３５２．４１３１．５８１．９１０２５．８１３８６８．４３６６合　計

図１４　沖縄県人会への参加（Ｎ＝８０４）
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する 
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する 
 　247 
 　31%
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ほとんど 
参加しない 
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しない 
 135, 17%

全く参加 
しない 
 135, 17%

無回答 
85, 11%
無回答 
85, 11%

ときどき 
参加する 
228,  28%

図１３　沖縄系移民の世代別ウチナー意識：自分を「ウチナーンチュ」だと思うか
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５．大会参加の感想

　今回の大会に参加して思ったことや感じたこと、

大会への意見・要望を尋ねた自由回答の設問では、

深い感動と、大会が開催されたことへの感謝の声が

多数、寄せられた。一方では、大会や沖縄社会につ

いて、課題を示唆するメッセージも記されている。

　「沖縄人（うちなーんちゅ）として私を産んでくれ

た母にあらためて感謝した。外に出て知る故郷への

思い。うちなーんちゅの肝ぐくるに触れられる機会

をつくっていただいた県に感謝です。いっぺーに

ふぇーでーびる。」 （３５歳女性、イギリス在住）

　「子弟にルーツ沖縄を見聞きさせたい。子ども二

人を連れて沖縄を理解させるために参加した。日進

月歩、すばらしく発展しているが、むしろ急速に発

展していて戸惑うことが多い。」

（８３歳男性、ブラジル）

　「従姉さんの米寿祝いのついでにウチナーンチュ

大会に参加できましたことを誇りに思っておりま

す。渡伯して４８年になりますが、沖縄の復興のすば

らしさにびっくりいたしました。心より深く感謝し

ております。」 （８０歳女性、ブラジル）

　「おばあちゃんがウチナーンチュで、一緒に来ま

した。とっても楽しかったです。また次も絶対来ま

す。」 （１２歳女性、アルゼンチン）

　「英語の案内が少なかった。あまりにも盛りだく

さんで、見たいもの、参加したいものに出られな

かった。ウチナー魂を感じた。身体障害者にもっと

優しい島でありますように。」 （４５歳女性、ハワイ）

　「あまり沖縄らしさを感じなかった。“沖縄ふう”と

いう感じがした」 （記載なし）

　「参加してみたい、体感してみたいと思っていて、

今回、来ることができました。ありがとうございま

した。これからも民謡を通して沖縄のことをたくさ

んの人に知ってもらえるよう頑張ります」

（３４歳女性、広島）

　また、今回大会の特徴として、沖縄セルラースタ

ジアム那覇が主要会場のひとつとなり、開会式と閉

会式が事前申込制で沖縄県在住者にも開放されたこ

とから、県民の大会参加が増加し、大会へのさまざ

まな関わりが広がったことが挙げられる。沖縄在住

者の参加動機として、以下のような記述が寄せられ

ている。

　「世界のウチナーンチュを見たかったから」

 （７２歳男性）

　「このニュースを見て感動したのでぜひ、生で見

て感動を皆と共有したかった」 （３８歳女性）

　「近所に住んでいるので息子のお散歩に来ました。

沖縄が世界とつながっているなーと思いました」

 （３４歳女性）

　「楽しそうなことがあると聞いたので」（２１歳男性）

　「アメリカから伯母さんがきているので一緒に来

た。ウチナーンチュ大会はとっても大切だと思いま

す」 （１２歳男性）

＊琉球大学の研究者グループによる前回大会（第４

回世界のウチナーンチュ大会）の参加者アンケー

トの結果と分析は、以下のサイトからダウンロー

ドできます。

　　今回大会調査の結果と分析も、今後、掲載され

る予定です。

http://www.imin.u-ryukyu.ac.jp/Publication/

publication.html
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２　大会参加者の声

宇栄原 三保乃 （コロラド州沖縄県人会会長）

第５回世界のウチナーンチュ大会は大会史上最大

の参加動員数を達成、無事、大成功に終わりました。

これは方々様の昼夜を問わぬご尽力と大会の成功を

願う切実な志のお陰と察しお喜びを申し上げます。

おめでとうございます。私達、海外移住者も大会に

参加したお陰で十分に楽しみ、大きな感動と沖縄の

深いチムグクルに接する事が出来ました。

那覇空港では県庁の皆様が到着便ごとに海外移住

者を温かく迎えて下さり、又、前夜祭パレードでも

長時間沿道に立ちながら私達すべてを温かく迎え、

声援を送って戴いた事に深く感謝致します。

仲井真知事さんも五年後の第６回大会を明言され

ました、私達も大会実行委員会事務局の皆様と共に

第６回大会に向けて頑張って行きたいと思います。

今後の更なる皆様のご発展とご健康をお祈り致します。

今大会を屋外野球会場に決定した事にはおおむね

雨を除いては大正解だったと思います。開会式と閉

会式を野外会場に移したことで海外参加者はもちろ

ん県内参加者や観光客をも取り込んで最大観客動員

数を達成することが出来ました。沖縄セルラースタ

ジアム那覇は人口密度が高い那覇市の中心地に近く

交通の便も良く、観光客や県内参加者が行きやすい

条件が整っていました。それに舞台のサイズや向

き、位置なども自由に設定することが出来て、パ

フォーマンスもそれらに応じて企画構成することが

出来たと思います。圧巻だった夜空のエンディング

の花火も野外会場でなければ成しえなかったと思い

ます。

前夜祭パレードにおいても今まで例を見ないパ

レードの参加者数、沿道での出迎え観衆の数と熱狂

振りと今大会の盛り上がりは最初から最高でした、

また、県庁の職員による空港や沿道での長時間の出

迎えにも感激しました。

いたる所で県庁の職員やボランティアの方達がそ

れこそ真剣に親身に対応し奉仕してくれました事に

深く感謝致します。お陰で、参加した全イベントで

沖縄の温かいチムグクルがこもった歓迎に迎えられ

ました、今回も参加できて本当に良かったと思います。

これは私個人のわがままな意見です；沖縄の未来

を見るような若くて躍動感あふれる若者達のパ

フォーマンスも大変感動しました、が私は往年の沖

縄芝居の役者さん達や踊り手さん達の活躍がもう少

し観れたらと思いました。せめて、それらの人達の

活動状況や場所のPRを事前に海外参加者に紹介し

てくれたらと思いました。沖縄の郷土工芸や郷土芸

能の活動状況や場所のPRの紹介もして欲しかった

です。すでに県庁では把握していると思いますが海

外参加者の殆どが２週間以上の滞在だと思います、

大会前後の１週間にそれらの会場に行けたらそれな

りの経済効果もあったと思います。県庁が世界のウ

チナーンチュ大会の前後、期間を通してそれらの

個々の活動会場と連携サポートして戴けたら世界の

ウチナーンチュ大会はもっと楽しく成っていたと私

個人は思いました。

ゆいレールの１日乗車券の情報やセルラースタジ

アム、コンベンションセンター、首里城、県立美術

館・博物館、国立劇場沖縄間の無料シャトルバスの

詳しい情報をもっと早めにお知らせ願えたらとも思

いました。

以上、気ままに述べましたが開会式と閉会式を通

して特に閉会式には深く感動しました、これからも

沖縄の繁栄と県庁の各部署の皆様の益々の発展をお

祈り致し、五年後の第六回大会に向けてお元気で邁

進されん事を強く希望します。

富士子　ダンドイ （サクラメント沖縄県人会会長）

第５回世界のウチナーンチュ大会に参加期間中の

雨模様の天候で皆さまの労苦は本当に大変だったこ

とと思います。私たち参加者も毎日天気が気になり

ましたけど無事に終わることが出来ました事を感謝

します。本当に楽しい日々を過ごせました。　多く

の方々のお祈りとまた主催者の皆さまの懸命な働き

によって大会が盛大に終わった事を感謝いたしま

す。ありがとうございます。本当にご苦労様でした。

私は第一回の大会から今回で５度目の参加です

が、毎度　国際交流課の皆様の大会への懸命な働き

を拝見し、只頭が下がります。県人会会長と皆様方

との交流、会議などに参加しまして次ぎ世代の活

躍、県の国際化への飛躍を期待し楽しみにしています。

この報告書には次回に向けてとの事ですが、参加

した会員に感想を聞きましたら大変よかったとの返

事でした。私もこの大会にまた参加できてよかった

と思いますし、私の子供たちとその家族は子供たち

が小さいときに過ごした故郷にウチナーンチュ大会

のたびに来れた事を喜んでいます。ウチナーンチュ

に生まれて来てよかったと思い、誇りに思います。

開会式と閉会式のエイサー、太鼓団、花火で会場

を埋め尽くした人々とカチャシーを踊り、５年後の

大会で又会えることを楽しみにしています。この大

会に参加できて感謝です。皆様　ご苦労様でした。
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クボ 　房子 （サクラメント沖縄県人会書記）

第５回世界のウチナーンチュ大会も盛大な閉会で

次回に向けての再会を楽しみにして古い友、新しい

友に別れた事が昨日のように思い浮かばれます。大

会事務局の皆さま、ボランティアの皆様に感謝しま

す。係りの皆様方に直接会ってお礼を申し上げた

かったのですが、沖縄での忙しい日々が続いて不可

能でした。再度お礼を申し上げます。私は今回が初

めての参加でしたが、県人会員から聞いた以上に感

動しました。

残念なのは、どこに行っても方言があまり聞け

なったことです。私が学校に行っていたころは標準

語励行で育ったので方言は聞けますけど話せないの

です。本当に残念です。県人会のミーテングでその

ことを話したら、皆さんは方言で話しかけてくれた

ので、本当に嬉しかったです。　大会のあとにテン

プス館でハワイ４世のコンサートを見に行きまし

た。スバラシイ沖縄の心を再確認しました。そのあ

との産業祭りにも参加する機会があり、沖縄の重要

性を思わされました。沖縄万歳です。

ある人からは大会は海外からの人達と招待された

沖縄の人のためで自分たちには関係ないということ

を聞いて残念に思いました。でもマチグアーや観光

先々で皆様からの暖かい歓迎に感動しました。パス

でいろいろの所へ行って友人、知人にあう機会も与

えられたことを感謝します。

道子　マグワイヤー （ユタ州沖縄県人会会長）

毎回沖縄ウチナーンチュ大会に参加しています

が、この度は東北地震、津波の為にキャンセルにな

ると思っていましたが、このように盛大に迎えて頂

いて本当に感謝いています。

今までの中で最高のウチナーンチュ大会になりま

した。

昨年の９月９日に音楽協会から前川朝文先生と舞

踊の山内喜美枝先生とお弟子さん達一行を招いて琉

球芸能特別鑑賞会をユタ州で行いました。その時は

また会えるとは思っていませんでしたが、今回は沖

縄で暖かく私達を迎えてくださり、パレードにも横

断の旗を持って参加し、また食事にも招待して頂

き、お土産まで頂きました。

「いちゃりばちょうで」（沖縄の方言）の言葉の通

り、人の縁、親しみを身にしみて感じました。これ

からも互いに交流を続けたいと強く思っています。

琉球民謡協会会長の上原まさお先生からは全ての

三味線のメンバーが食事に招待されました。

沖縄の街がとても発展したように見えたので、タ

クシーの運転手さんに「沢山税金を納めてらっしゃ

るでしょ？」と聞きました。

雨も降っていましたが、パレードも順調に進み、

沢山の観客に見守られ、すばらしい体験をさせて頂

きました。 歌やドラムのエンターテイメントも最

高でした。会場も溢れんばかりの人々で埋め尽くさ

れていました。

次の大会も同様にすばらしいものになることを

願っています。大会に協力していただき感謝してお

ります。これからも引き続き大会のご協力をお願い

致します。

フランク　アダムス（アラスカ沖縄県人会会長）

lots  of things  to talk about, but first  NIHAIDEBIRU 

 for all the good work you people/staff did.

I think their are too many programs/functions to 

attend, I  did have to turn done requests to attend other 

functions/meetings, I think a questionnaire should be 

sent to all the kenjinkais and select the top 80% of whats 

voted on, so there is less wasted time and monies. Also 

with streamlining things, make generic forms well ahead 

of the next festival in the major languages spoken, and 

after determining the chair of each group, send only 

email/correspondences in that language, I did talk to MR 

YOGI  and said I wold gladly come a year early on my 

own and assist with the English versions. Too many 

notification s and re-notifications, also if one of you 

staff changes jobs they need to have a continuity folder 

for the new staff as not to have to start the process again. 

I think one gift bag is enough, as some people just show 

up for free stuff. And that for city tours/dinners, only 3 

cities, one for each of the 3 Ryuku kingdoms be used 

and they could rotate the cities, but no more than 3 cities 

as it would be easier to manage, actually I was invited to 

3 different city functions on the same day. Oh the guest 

speaker program was great and I really enjoyed it and 

Nishihara High School students/staff was great.

Over all the experience was great and I sponsor's my 

nephew from TURKEY, his first trip to OKINAWA,  he 

related he will never forget it and he will return. I am 

very happy with everyone, just suggestions so it will be 

easier next time.

シェパーソン　尚子（インデイアナ沖縄県人会会長）

今回始めて　第５回世界のウチナーンチュ大会に

参加できて、人生の中で一生忘れる事がない大体験

をしたと思います。大会は思っていた以上に素晴ら
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しかったと思います。各地域で数多くの催し物、前

夜祭パレード及びパレードの後に、知事との晩餐

会、開会式、閉会式　その他、沖縄県民の皆様、大

会実行員に皆様に心から感謝しています。有難うご

ざいます。

前夜祭パレードの後、各県人会の代表者を１人ず

つハーバービューホテル迄知事との晩再会の為、エ

スコートをしてくださって、とっても助かりまし

た。私の担当者は大嶺さんだったと思います。もし

も名前が間違っていたら、すみません。雨の中、

待った上、傘も余分に準備してくださいました。お

礼をお伝えください。

開会式に入り口迄、きたのですが、車が駐車でき

なくて困りました。VIP駐車許可書を持っているの

みとの事で入れませんでした。大会実行員からセル

ラー場の駐車場に関する情報は駐車許可書等　連絡

は一切ありませんでした。案内では　開会式と開会

式に　各県人会会長の席はマウンドとなっていまし

たが、閉会式にちょっと戸惑いました。開会式に前

もって閉会式の席は自由席である事を述べてくれた

ら幸いでしたが…。

全体的に大成功だったと思います。大会関係者及

び実行員の皆様大変お疲れ様でした。また　第６回

の大会を心待ちにしています。

久美子　ラングリー（セントルイス沖縄県人会会長）

那覇空港に降りた途端に始まった“ウチナーン

チュ大会”の歓迎に眼を丸くした私達アメリカや南

米からの大会参加者は驚きと同時に横断幕を持って

「お帰りー、まちかんてぃーしていましたよー。」の

皆様に感謝の気持ちで一杯でした。

各市長村でも催された歓迎会、イベントどれを上

げても、事務局の皆様の手厚い応対が浦島太郎の私

達には有り難い事で迷わずにすみました。全てのイ

ベント参加には時間が足りずに今、思い返しても残

念でなりません。

パレードの沿道を埋め尽くした歓迎の人、人に胸

が篤くなるほどの感激で一杯でした。パレード参加

者と一体になって手を振ったり、握り合ったり、雨

が降り出して、赤ちゃん連れの私達に御自分の傘を

差し出してくれた方、カチャーシーを一緒に踊って

くださる方達、今思い出しても胸が篤くなり涙がで

ます。

開閉会式のスタジアムに入った途端に聞こえた大

歓声、そして始まった音楽、踊りと始めて目にする

光景にこの瞬間が何時までも続けばよいと何度も思

いました。沖縄の伝統文化の素晴らしさに“ウチ

ナーンチュ”としての自覚と誇りを心したのは私だ

けでは有りません。今回これからの沖縄の文化、う

ちなーのチムグクルを繋いでくれる二世や、三世達

の参加に力強い手応えを感じました。日本語もわか

らない幼い孫達の始めて目にする沖縄に自分達は

Specialな人だと感じただろうと思います。

帰国して持ち帰った大会の資料、お土産、新聞等

を持ち寄って行った報告会に今回、参加できなかっ

た人達も次の大会には必ず参加したいとの意見大で

した。

皆様の心のこもった対応と第５回世界のウチナー

ンチュ大会の大成功を感謝しお祝い申し上げます。

有難う御座いました。

呉屋　君子 （北米沖縄県人会会長）

ウチナーンチュ大会の際には與儀様には大変お世

話になり本当に有難うございました。色々な質問に

対して敏速に対応して下さり事務局の山内優子がと

ても感謝しておりました。こんなに素晴らしいウチ

ナーンチュ大会は始めてと参加した会員からお褒め

の言葉を頂き與儀様達のご苦労に対し心から感謝致

しております。

実は閉会式の時に実行委員長から閉会のご挨拶が

ありましたよね、もう終わりかと思って一番前に

座っていた私達のグループ１０名はバスへ行きまし

た。でみんなが来るのを待っていたのに中々誰も来

ないのでどうしたんだろうと思っておりました。そ

の後も引き続きミュージックや花火等もあったそう

で、後半を全部見逃してしまいました。今でも残念

に思っています。閉会の辞は普通最後にアメリカで

はやりますので……これも文化の違いでしょうか？

與儀様には色々とお世話になり本当に有難うござ

いました。又、ロスにいらっしゃる機会があれば是

非ご連絡ください。

美智代　ドール（カンザス州沖縄県人会）

第５回世界のウチナーンチュ大会に招待していた

だき、大変有り難うございました。カンザス州に戻

り、１ヶ月あまりが過ぎましたが、YOUTUBEなど

で大会の催しを観るたびあの感動がよみがえって来

ます。

前夜祭パレードに参加した多くの世界のウチナー

ンチュ、又“おかえりなさい”と県民の皆様から暖

かいお声をかけていただいてとてもうれしかったです。

大会をとおしてウチナーンチュだと改めて確認し

たとともに、この小さな沖縄の島々から世界中に生

活し、活躍するウチナーンチュがこんなにもいるこ
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とが、これからの私、また２世、３世、４世にどん

なに心強いことで励みになります。そして、沖縄の

すばらしい文化と自然をこれからぞれぞれの場所で

アピールしていこうと思います。期待を裏切らない

素晴らしい大会を目にすることができて大変感激し

ました。

大会事務局の皆様、ボランティアの方々、メデイ

アの方々、沖縄県民の皆様、大会を支えて暖かく迎

えてくださった皆様にお礼を申しあげます。有り難

うございました。２０１６年の大会をカンザス州沖縄県

人会一同、楽しみにしております。

私事の反省として、世界のウチナーンチュ大会で

なかなか他の参加者との交流（ゆんたくの場）が取

れませんでした。次の大会では大会前に他県人会と

の連絡を深め、大会で交流の場を作りたいと思いま

す。そして、“次世代”にバトンタッチするためにも

若い人たちの参加をお願いしていきたいと思ってい

ます。

定子 トゥーシー　与那覇

（ニューヨーク沖縄県人会会長）

１．多くは　開会・閉会のVIP達の挨拶が長すぎた。

各 Speaker が５分くらいお話しすると後は通訳な

しで掲示Screenに英語、スペイン語をゆっくり流

す事！

 

２．いくら現代、次世代、New Generation とは云え、

あまりにも踊りや振り付けが伝統をかけ離れ、そ

の点、ステージで伝統的踊りや空手の型デモが 見

られなかった……のが少し残念。例えば、私の孫

達を連れていき　開会式、閉会式でのウチナー演

出だけを観させると　琉球舞踊や空手を見ず帰国

する……となるでしょう。

首里や宜野湾等でのイベントへの切符がなかった

とか、日程の都合で見に行けなかった人達は開会・

閉会しか参加していません。

本島・離島への観光や買い物で　伝統的芸能のこ

とはもう続けてはいない、と誤解していた三世たち

家族もいました（同ホテル）

真栄城　美枝子（ワシントンDC沖縄会会長）

ウチナーンチュの血が沸き滾るWUFでした。た

だただ感謝のみです。沖縄出身の私にとっては沖縄

に行くことはお里帰りになるわけで家族や友人が

待っていてどうしてもせっかく県が企画してくだ

さったイベントに出席できなかったのが残念でし

た。でも一つ最高の舞踊家達による伝統古典舞踊が

あれば行く努力はしたとおもいます。イベントは７５

歳の私にはなんとなくピンと来ませんでした。　で

も博物館では写真で見る移民の歴史展へ行きまし

た。写真に説明（年代など）が欠けていたので一緒

に行ったカリフォルニアからの娘が残念がっていま

した。写真だけではなく古い動画があればもっと素

晴らしい展示会になったとおもいます。

パレード、開会、閉会式は感激のしどうしでした。

パレードでは土地の住民が心から歓迎してくれて胸

を打たれました。最後の方では雨が降りメキシコか

らの可愛い女の子が雨にうたれながら先頭で一生懸

命踊っていていました。メキシコ県人会からの参加

者にお礼が直接いえなくて残念です。

ウチナーンチュ大会とは直接関係はありませんけ

ど沖縄もすっかり変わり島全体がセメントとブロッ

クで埋め尽くされているのが残念でした。観光県

「沖縄」にするにはある沖縄的なものも残すべきだと

おもいます。沖縄独特の赤瓦の屋根がなくなったよ

うで。ブロックに赤瓦の屋根を県が奨励しているよ

うですけど税金が高くなるとか耳にしました。県が

補助金をだし建築後も税金などあげずに努力すべき

ではないので しょうか。屋根全体ではなくても

ちょっとしたところに独特の瓦を入れたりして沖縄

風を浮き彫りに出来ると思いますけど。

芸能文化、心の文化そして物理的文化の三つ巴で

観光客をもてなしてこそ「観光沖縄」と言えるので

はないでしょうか。

沖縄の伝統を大切に守って頂きたいと思います。

どうもありがとうございました。とてもすばらし

い大会でした。

エドワーズ　博子（ワシントンDC沖縄会）

感想：

沖縄県からの大会への招待に、心から感謝してい

ます。参加料は一切なく、観劇に招待下さったり、

バス料金の無料、観光地やお土産品店での割引、ホ

テルの紹介等、色々便宜を図って下さり有り難く

思っています。開会式でのいろいろと県産品が詰

まったお土産袋も嬉しかったです。大会前夜祭での

パレードの際、予定よりかなり遅れて始まり、国際

通りの沿道で待っていらっしゃる方達は、疲れて

帰ってしまわれたのではと思ったほどでしたが、信

じられないほどの人波で、その大歓迎ムードもあっ

て、涙が出るほど感激しました。　パレード終了後

のアイスクリームのおいしかったこと、細やかな配

慮に又感激しました。開会式、閉会式で、子供から

大人の方まで大勢の県民の方たちが、立派な演舞で
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楽しませて下さったこと、心にしっかり残っています。

提案：

パレードの件：

あれほど進行が遅れると、高齢者や体力の弱い者

には応えます。小学校の会場で４０００人もの人だかり

だと、マイクの音も聞き取れません。事前に県人会

を通して、もっと詳しい県人会ごとの集合場所、パ

レードの隊列順などと必要なことを示したものを、

個人にも知らせる手立てが必要ではと、感じました。

大会参加方法について：

今回県人会に所属していない友人の参加の件で、

大変残念な思いをしました。その友人は、故郷の沖

縄に帰って、さらに多くの海外に住む人たちと交流

ができて、夢のような機会だと大変楽しみにしてい

たのに、大会参加のために県人会に入会するのは断

る、という県人会があったのです。それはその県人

会の権限ではありますが、県から大会参加について

特別な配慮を下さるように依頼していただけると、

その県人会も協力するのではと思うのですがいかが

なものでしょうか。

私見：

今回世界一斉エイサーに参加して感じたことで

す。県民の方たちに加えて、踊る機会を与えて下

さって、ほんとに感謝します。そのために特別合同

練習をさせていただき、踊る不安も和らぎました。

練習の過程で、海外組の私達の一人が踊りの衣装の

ことで強い要望がありましたが、私はそれは必要が

ないとの意見です。海外から招待していただいてい

る私たちは、県の方たちの深い配慮に甘え過ぎては

いけません。すぎるのはどんなことも慎むべきだと

するのが私の意見です。係の方たちのご苦労に深く

感謝します。

 

デニス・アサト（ワシントンDC沖縄会）

As in past World Uchinanchu Festival (WUF), I think 

everyone who attended appreciated the efforts of the 

WUF staff, volunteers and the people of Okinawa to 

welcome home all of us “overseas” Uchinanchu.  The 

generosity of the Okinawa Government, the hometown 

municipal governments and the various vendors 

supporting the festivals was overwhelming.  What I will 

always remember about the WUF are the people of 

Okinawa. Being greeted by “okaeri” from everyone that 

we met - relatives; government officials and staff; bus, 

taxi drivers and store owners; complete strangers on the 

street -- meant a lot to all of us. “Ichariba Chode” is still 

alive and well in Okinawa.

I am not certain what comments the WUF staff would 

find useful, but here are few of my thoughts in 

comparing the WUF5 with three previous WUF that I 

attended:

Positive Features of WUF5 

�More options to commute to the WUF venues 

assuming the guests stayed in Naha - bus, Yui Rail, 

taxi 

�Larger capacity of the Onoyama stadium allowed 

more local people to see the events & meet“overseas” 

Uchinanchu 

�Having multiple language translations displayed on 

the giant screens・Performing events aimed at the 

younger generations - international“pop”singers, 

sosaku taiko groups, indoor soccer (futsol) - should 

continue to be included.

 

Considerations for Future WUF

�MCs were outstanding and their translations into 

multiple languages are a necessity, but the 

translations consumed a lot of time at the 

Opening/Closing Ceremonies.  Using electronic mass 

communication technologies, e.g. giant screens, to 

translate the Japanese language should continue to be 

evaluated and used to reduce MC time. 

�Guests were covered by the stadium roof, but the rain 

nearly stopped the show, since the performers could 

not perform in the rain.  As a minimum, the 

performing area needs to be under some type of rain 

shelter. 

�Although events aimed at the younger generation is 

considered to be “positive” feature of the WUF5, 

Okinawa has so much traditional and folk performing 

arts and traditional craft to share with the world.  I 

took my guests to see museums and folkcraft work 

sites (pottery, textile, lacqueware and glass making), 

and to see the different architectures on Taketomi-

jima and the “Native Okinawan Village”sites, and the 

folk and classical performing arts presentations- but 

was disappointed to see so few“overseas”visitors at 

these sites. Even if not by the highest levels of artists, 

kumui udui, Ryubu, minyo sanshin, traditional 

festivals from various islands, traditional and modern 

folk craft workshops and tours to work sites should be 

considered for future world gathering of“overseas” 

Uchinanchu. 

�Although the generosity of the Okinawa and local 
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municipal governments was appreciated, perhaps 

cutting back on the gifts and discounts (bus, tour 

sites), should be considered to reduce the overall 

burden on the Okinawan people. Planning the events 

and the public transportation to these events would be 

more than sufficient. 

�Communication with local Okinawa associations has 

improved, but there were so many issues still 

unresolved before we boarded the plane.  The multi-

language websites were extremely helpful, but there 

the info provided were not updated or at times in 

conflict with the Japanese translation.  Examples were 

the international “pop” stars show and the Closing 

Ceremony - many of us were completely unaware as 

to who was scheduled to perform until the day of the 

event or for many, the day after the event was held. 

The positives of these WUF events way outweigh the 

minor“negatives”that we experienced.  Just meeting our 

relatives and our“overseas”chode are enough reasons 

to attend these“world Uchinanchu family reunions”.  

Ippe nifee debiru to the Okinawa Government, the WUF 

committee and to the people of Okinawa.

千賀子　トーマス（ジャクソンビル沖縄県人会会長）

今回、初めて大会に参加出来た事、とても幸せで

す。　１０月１１日の表彰式、前夜祭そして本大会、７日

間が私にとって印象深く素晴らしい大会でした。

パレードの際、沿道から多勢の県民の皆さんが温

かい拍手で迎えたり手を伸ばし「おかえりなさい」

と言って握手をしたりとても感激しました。

小学生の演技、エイサー、獅子舞、歌、踊りそし

て閉会式の花火とても素晴らしかったです。

ウチナーンチュ大会のお陰でブラジル２世のいと

こ達と初めて会った事、幼少の頃移民した幼馴染と

５０年振りに会った事、等、数々の嬉しい事がありま

した。

素晴らしい体験をさせてもらった大会から１ヶ月

余りが過ぎた今、You Tubeで見ては胸が厚くなり、

又、次回の大会を楽しみにしてます。

ウチナーンチュ大会は気候的に１０月、１１月が望ま

しいと思いますが、多くの子供達（学生達）にも参

加してほしいので７月、８月の夏休み期間中に開催

を希望します。

この素晴らしい大会を開催をして下さった沖縄の

皆様に感謝致します。ありがとうございました

Tsuruko Wild

（新ウチナー民間大使　ジャクソンビル沖縄県人会）

私は今度で四回大会に出席しておりますが今年の

閉会式はとても素晴らしくただ涙が出て口では表現

出来ないほど感動しました。

開会式に各国の国旗を持って入場する時に参加し

ている県人会の名前を紹介してもらいたかった。

会長や新民間大使や功労者の表彰式を開会式の時

にやってもらいたかった。

次の世代をつぐ若い人達が頑張って踊り、エイ

サー、獅子舞、音楽などを私たちに見せてくれたの

で心から感謝します。

県庁の皆さんありがとう御座いました。

Tamiko Baka（ジャクソンビル沖縄県人会）

今回で２回目の参加です。今回は天候に振り回さ

れて関係者皆様には大変不安な毎日だったと思いま

す。　ほんとにご苦労さまでした。今回の大会は規

模が大きく私達海外参加者は沖縄の皆様の温かいお

心とたくさんの歓迎をしっかりと胸に感じ、感動の

うちに岐路につきました。

開閉会式はほんとに素晴らしく、特にスタジアム

を参加者で埋め尽くした閉会式は豪華な演出で感動

致しました。

知事主催歓迎会はパレードの後ではなくパレード

の前日（功労者表彰式、各県人会への感謝状授与、

新民間大使任命式、等が行われた日）に行っていた

だきたかったです。せっかくの歓迎会がパレードの

後、皆さん疲れきって、汗もびっしょりの状態でし

たので感激が半減したと思います。

チャンプルー交流祭に参加しましたが、舞台がバ

ンドの楽器で埋め尽くされていて踊るスペースが大

変限られてしまい、又バックにバンドの楽器があっ

てとても見苦しかったと思い残念でした。

県民の方々の開閉会式への参加案内や参加方法

（往復はがき使用）の説明が不明でした。

県民の皆様、関係者の皆様ほんとにありがとうご

ざいました。

和子　ラッセル（ペンサコーラ沖縄県人会）

沖縄の母のカジマヤーお祝いが今年（２０１１年）で

あることがわかった時、ちょうど同じ時に第５回世

界のウチナーンチュ大会が開催されるので、主人も

息子夫婦も一緒に参加することを計画した。主人や

息子夫婦にとって始めて見るカジマヤーお祝いにウ

チナーンチュ大会はとても興味深く、またとても楽

しく過ごすことができた。
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雨にもかかわらず、あのようにすばらしく大盛会

に終えたことは、沖縄県民が一致し準備を整えたお

かげだと思います。前夜祭パレードの時，海外の県

人会の私たちに、お帰りなさいと呼びかけ、また将

来を担う小、中、高校生の生徒たちが式典を盛り上

げる……本当にユニークな大会であったと思う。

今回は沖縄の家族が大会に参加できた。家族は良

い経験ができた、と言って喜んだ。毎回２週間のバ

ス券、とても助かった。モノレールも乗ることがで

き楽しかった。

次の二つのことを注意事項として感じたところです。

＊開会式で、沖縄の古典舞踊“かぎやで風”で式典

を始めてほしかった。（あのような天気では無理

だったことでしょうが……）

＊観劇の切符がもっとあると良かった。希望した会

員への切符が足りなかった。

小学校訪問に家族で参加した。最新式に建て替え

られた母校、６年生のクラスでアメリカ合衆国や，

アラバマ州のことを話した。子供たちの学校紹介

や、英語での自己紹介、エイサーの演舞もあった。

時間が足りない……でもあらかじめ準備してあった

アラバマ州、州知事から頂いてきた子供たちを励ま

す言葉を、主人が読んだ。本場の英語に生徒たちは

シーンとして聞いていた。昼食もご馳走になった。

息子夫婦は子供たちの質問に答えたり、楽しいひと

時を過ごした。

海外に住む私たちを心から歓迎し、もてなして下

さった事を、心よりありがとうございました、と感

謝申しあげます。

朝子　モートン（フロリダ沖縄県人会（がじまる会））

（第５回世界のウチナーチュ大会に参加しての意

見及び感想）

大会全体は参加会員全員満足しています。参加し

て良かった！次回の大会も参加したい！（参加者全

員のコメントです）

（良かった点）

★パレードの時、県民の皆さんが「お帰りなさい」

と歓迎してくれたのが嬉しかった。

　　一般県人の開会、閉会式参加が出来て大変良

かった。県人に大会を理解してもらえたと思う。

家族用の参加チケットがもらえて嬉しかった。家

族も参加できて感謝していた。

★大会に合わせて「エイサー大会」、「大綱引き」、「那

覇祭り」など魅力的なイベント等が大会前後に開

催されほとんど見たり参加したりして得したと

思った！

★開会式、閉会式出場の子供たちが最高にかわい

かった！

★大会の主題歌を唄った１４歳の女子学生は上手だっ

た！歌詞も良かった！

★開会式及び閉会式のゲスト出演の方たちは超豪華

メンバーだった。さすがウチナーチュ大会と感心

した！

　　各市町村歓迎会はすばらしかった。故郷の皆に

歓迎されて嬉しかった！（大会参加会員出身地＞

那覇市、久米島町、うるま市、沖縄市、カデナ町、

本部町、南城市、浦添市、与那原町、金武町）

★バスのフリー乗車パスは大変助かった。会員全員

感謝しています。

★各パフォーマンス（劇場）も最高だった！将来沖

縄を背負って行く若者たちが頑張ってくれたこと

が嬉しかった。涙が出た。

★閉会式後の花火もステキだった。いい思い出に

なった。

★お土産もいただきありがとうございます。（参加会

員全員）

（困った点）

★イベント等のチケットが沖縄で受け取ったので会

員に渡すのに苦労した。遠くに住んでいる会員に

は渡せなかった。惜しかった！チケット等はやは

り沖縄に到着前に渡されていたらスムーズに会員

たちに配られる。

★開会式、閉会式の際、会場があんまりにも広すぎ

て（予想以上な広さだった）会員たちが迷子になっ

ていっしょに座れなかった。もし次回の大会も同

じ場所なら次回からは様子も分かているのでどう

にか皆で集まる事が出来ると思う。

★開会式、閉会式場内の階段が急傾斜で怖かった。

おまけに雨で階段が濡れていたこともあって会員

の家族が階段から転げ落ちた。（一人は完全に転げ

落ちたが他の一人は周囲の人たちがとっさにつか

まえて助かった。二人ともケガがなく大丈夫で

す！）

★階段は手すりがなくて怖かった！

★会場があんまりにも広すぎて５年に１度しか会え

ない他州県人や他国県人の友人、知人等に会えな

かったのが残念。

那覇市内で沖縄県民何人かに聞かれた。「海外から

の参加者全員の旅費は県が全額支払っているのです

か？」と。こういうことは大会前に県民に事実を知

らせたらいいと思う。常識では海外参加者５０００人の

旅費を県が支払う事は絶対に不可能だが中にはそう

は考えない県民が多数居ると思われる。
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県庁で行われた各国の会長の表彰式で名前を呼ば

れたのは県人会名だけで会長の名前が呼ばれなかっ

た。会場に会長の応援に駆けつけてくれた沖縄の家

族や会員たちは失望した。会長が会をまとめてくれ

るから県人会が成り立つ。沖縄の家族や会員たちは

我が会長を誇りに思っているので知事さんや他の会

長さんたちの前で名前を呼んでもらいたかった。残

念です！

Hideko Moore（オハイオ沖縄友の会会長）

ハイサイ

沖縄政府そして実行委員の皆様第五回ウチナーン

チュ大会が大成功に終わりました事心よりお喜び申

しあげます。これ程の大スケールの行事を成功させ

るには大変な苦労があつた事でしょう。おつかれ様

です。

１．地元のウチナンチューと開会式閉会式を共に会

場で楽しのたのは最高でした。

２．地元の皆様と海外者一斉エイサーに参加させて

もらつたのはとても良い経験でした。一生の思い

出にまりました。

３．前夜祭パレードの時　各県人会の並ぶ位置の書

かれた一枚の図面を前もつて会長にわたしてくだ

さればもつとスムーズに進行し時間の無駄をはぶ

くのではと思います。

４．五千人余りの世界のウチナーンチュの子孫達が

誇りと希望を胸いつばいいだき各がくの国に帰国

したと思います。ですからこの大会は今後も是非

続けてくださるようお願い致します。

５．ウチナーンチュと生まれて本当に良かつたとつ

くづく思います。私達も誇りを持つて沖縄文化

（踊り、三線、エイサー、空手等）ますます頑張ります。

Tom and June McVey

(オハイオOkinawa Tomonokai)

Our family of four attended the 5th WUF from Ohio. 

We also attended the 4th WUF.  We enjoyed the events 

and the performances at the opening and closing 

ceremonies.  The Eisa festival held in Onoyama park 

was wonderful and it showed the many skills of the Eisa 

performers.  There are a few areas of improvement to 

consider.  The stage inside of the Celluar Stadium was 

too far away from the audience.  It was difficult to see 

the performers on the stage.  We also felt that the rains 

created a lot of mud in the food and vendor areas.  We 

ask you to consider some ways to improve these 

conditions.

Ralph and Tomi Hutchinson

（オハイオ Okinawa Tomonokai）

We really enjoyed it very much.  Had a wonderful 

time.  Thanks to Okinawa for receiving us so 

wonderfully.

We are looking forward for the next Uchinanchu 

Festival in 2016!!!

メンゼル　千代（ミシガン沖縄県人会副会長）

今回のウチナーンチュ大会はとても豪華でした。

前夜祭パレードが今も印象に残っています、沖縄県

民の皆様が外国に住んでいる県系人を歓迎し、おか

えり、と言って笑顔で迎えて下さった事にとても感

動しました。大会から沢山のお土産話し、沖縄パ

ワーをもらって帰国しました。その後私の家で２０人

集まり、開会式、閉会式のビデオを見て感動してい

る皆さんを拝見して、私も喜んでいます。５ヵ年後

の大会には皆さん参加すると言って張り切っていま

す。そして、うけついできた故郷の芸能を広めてい

きたいと思います。

興南高校の生徒さんたちとの交流、生徒さんがと

ても礼儀正しくはつらつとしていたことに感心しま

した。我喜屋校長先生平良副校長先生ともお合いで

き、いろいろと貴重な話しができ、とても感謝して

います。今回、興南で経験したことは一生の宝もの

になりました。

豊見城市の地域放送局、FMとよみ社員の恩河龍

馬さんの活躍で５５ヵ年間探し求めてきた友達とも

再会でき、沢山の同級生とも再会することが出来ま

した。この感激は言葉では言い表せません。再会の

場所は世界のトミグスクンチュ歓迎会が開催された

豊見城市立中央公民館で再会の様子はFMとよみで

生放送、そして、ビデオを全世界に発信していただ

き感謝の気持ちでいっぱいです。今はお友達と電話

でユンタクをしたり、メールでの交流もしていま

す。今、私は最高の人生を送っています。

Eiko Hedger（Michigan 県人会員）

２０１１年も後１カ月となりましたが、こちら Michigan 州

では初雪も降り、本格的な冬の季節を迎えます。

去った世界のウチナーンチュ大会に於いては沖縄

県民の皆様方に心より感謝の気持ちで一杯です。初

参加で、家族の不幸と重なり、迷いも有りましたが

参加して本当に良かったと思っております。世界２３

カ国の県系人５０００名余りの素晴らしいオープニン

グ、クロージングセラモニーには興奮と感動で涙が

出てしまいました。
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今回、私は多彩なイベントに参加出来無かった事

が残念です。それと、気ずいた事は日頃ハンカチー

フや手拭きを持ち歩かないので、公共施設では困り

ました。アメリカナイズの生活でついついハンカチ

を持たない様になったのです。現在、こちらでは、

何処でもペーパータオルとかドライヤーが設置され

ているからです。環境問題についてはまだまだ日本

の様に進級していない現状です。

６週間の滞在でしたが、色んな面で勉強になりま

した。行く先々で、ウチナーチュのチムグクルとエ

ネルギー、パワーを頂き、これからの私に何が出来

るのか考えて行きたいと思います。次回大会には、

家族皆で参加出来る様に頑張ります。本当に有難う

ございました。

百合子　Nordquist（ラスベガス沖縄県人会会長）

さった１０月のウチナーンチュ大会では参加会員一

同、非常に感激いたしました。皆様の御尽力のお陰

です。当地でも機会のあるたびに大会の感激を今回

参加できなかった会員に伝えたいと思っております。

さてお問い合わせの件ですが。下記の数点お伝え

したいと思います。

１．水などの飲み物があればよい（マラソンの時の

ように紙コップなどに。）

２．簡易トイレの設置

３．ゴミ箱

４．知事招宴－パレード終了地点から会場まで、今

回徒歩でしたが、会長は高齢者それに外国の車社

会であまり歩く機会なく、ミニバスかゴルフカー

トの様な乗り物があればよいと思いました。

最後に今回の大会のDVDを購入することができ

ますか？

本当にすばらしい大会でした。沖縄人としの誇り

を再確認することが出来ました。

ありがとうございます。

トモ子　ジョンソン

（かりゆし沖縄ダラステキサス県人会会長）

第５回ウチナーンチュ大会は大会開始から最後ま

で手配が行き届きとても素晴らしかったです。県庁

職員始め市町村職員の皆さんそして大勢のボランテ

アの方々が力を合わせて実現させた大規模な企画世

界のウチナーンチュ大会に始めて参加しすごく感動

しました。

バスの運転手さんや市民の皆さんもとても親切で

した。本当に素晴らしい体験をさせてもらい感謝、

感激です。

パレ－ド開始前すごく時間がかかりました、次回

運動場のグランドにハワイ、テキサス、メキシコ、

カナダと書いたら時間的にもスム－ズになるのでは

と思います。閉会式でエイサー大会の優勝者の糸満

の方々がエイサーを披露しましたが、沖縄エイサー

は三味線なしでは沖縄エイサーと言えないのではと

思いますホントに残念に思いました。

山川　嶺子　フィドラー

（沖縄ファンオキ会会長、ネバダ）

大会期間中悪天候でしたが、イベントを成功させ

たい皆様の想いが通じたのでしょうか、奇跡的に開

会式、閉会式は雨がやみ無事終了する事が出来て、

関係者の方々はホット胸をなでおろした事でしょ

う。本当にご苦労様でした。

今回のウチナーンチュ大会は大迫力のあるセル

ラースタジアムで県民も参加出来て盛り上がり、歌

に踊りに拍手喝采まさに、キャッチフレーズどおり

［ちゅら島の魂響け未来まで］、会場いっぱいに響き

渡り、熱いエネルギーとパワーに満ちた大会でした。

滞在期間中沖縄の文化、歴史に触れる事により、

もっと沖縄の事を学びたい気持で故郷の歴史， 自

分のアイデンティティーに目覚め、確かめる良い機

会でもありました。沖縄に生まれ育ち大きな夢を秘

めて海外へ旅立ちました。これまで頑張ってこられ

たのは、沖縄の家族、親戚、友人達のチムグクルに

支えられ、強い絆で結ばれていたから今日の自分が

ある事を再認識させられました。

故郷は何年帰っても懐かしく、皆様の心温まる歓

迎大変有り難く思いました。又国境を越え若い人か

らお年寄りまで新しい出会いがあり、喜びに満ちた

感動の連続で何処行っても笑顔で迎えてくれてたの

で嬉しかったです。沖縄に寄せる思いがますます強

くなりました。

世界のウチナーンチュが頑張っている姿を見て、

ウチナーンチュである事に大きな誇りを持ちまし

た。これから若い世代の力でネットワークを広め、

沖縄文化を紹介しながら又海外の文化を同時に学ぶ

場を作れるようにサポートして行きたいと思います。

レッススタディーで久米島の大岳小学校を訪問し

ました。その時体育館に響き渡るエイサーの太鼓で

歓迎を受けました。アメリカ文化や食生活スポーツ

などを紹介しましたが、生徒達は好奇心旺盛で元気

よく質問してくれました。私達の方が逆に学ぶのが

あり、エネルギーを貰い自分自身も勉強になりました。

又機会があれば沖縄の為に何かしたいと考えてお

ります。沢山のウチナーパワーを大会から充電して
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帰国しました。今回参加出来なかった友達に次会は

是非とも参加するように宣伝したいと思っておりま

す。又皆様との再会を夢見てお互い沖縄のために頑

張りましょう。チバリヨー！

花城　ハリデー　正美

（バンクーバー沖縄県友愛会会長）

平素より大変お世話になっております。実行委員

会の方々にはほんとに御苦労様でした。当県人会の

大会参加者より第５回世界のウチナーンチュ大会成

功の称賛と感謝の意をお伝え致します。　そして大

変遅くなりましたが、私の大会の感想を送りたいと

思います。

第５回世界のウチナーンチュ大会は“ちゅら島の

魂響け、未来まで”をキャッチフレーズに次世代

ネットワークの継承を探るという主旨を反映して、

地元沖縄の青少年の溢れるエネルギー、そして海外

のウチナーンチュ子弟の真摯に沖縄との繋がりを求

める熱気にふれあい機会が多々あり、とても学ぶこ

との多い大会でした。私はこの世界に類を見ないウ

チナーンチュ大会参加には３回目ですが、今回は県

人会会長として出席したこともあり沖縄の文化、芸

能を満喫するだけでなく　沖縄の政治、経済など直

面する問題なども直に学ぶことができ、そして世界

隅々まで広がる沖縄県人会の方々とも面識ができ、

誠に貴重な経験の連続でした。ワールドウチナーシ

ンポジウムでは講師の方々の内容の濃い、細部の情

報など報告、提案などしていただき当県人会でも課

題となっている次世代への継承などにいろいろなア

イディアが湧いてきました。そして　ウチナーネッ

トワークを当県人会でもいかにして拡充、強化して

いくか、コミュニケーションの努力の必要性をとて

も感じました。

また“レッツスタディー！ワールドウチナーン

チュ”“一斉エイサーぺージェント”などの企画に参

加して実際に交流を通して沖縄のチムグクルにはと

ても感動しました。他にも参加したい企画などあり

ましたが、開催時間が重なったり地理的に無理が

あって参加できなくてとても残念なこともありまし

たが、総括してとても趣向に富み、エネルギッシュ

な大会でした。開会、閉会の両式典も地元の観客の

入場可能なセルラースタジアムで行われ世界のウチ

ナーンチュだけでなく、沖縄県民との大きなふれあ

いの場にもなってとてもよかったと思います。さら

に沖縄に親近感が深まり、数々の貴重な経験ができ

ましたことを心より感謝いたしております。

山城　清市（カルガリーオキナワンクラブ会長）

今回は前回に続き、二回目の参加でした。大会で

感じた事触れた事について書いていきたいと思いま

す。夜遅く成田空港で沖縄行きの同じ便を待一人の

女性の方と雑談する機会がありました。最初その方

は大会に行かれるのですかと聞かれました。多分首

から掛けてある県より送られたバスパスをご覧にな

られたのでしょう。僕はハイと答え、そして、間を

置かず、どちらからですかと聞かれましたので、カ

ナダからですと答えました。その後はいろんな質問

に答え雑談に花が咲きました。そして会話の最後

に、彼女は僕にご苦労様でした、お帰りなさいと、

おっしゃり、ハンカチで目頭を拭いておられまし

た。僕はそれを見て何とも言えない照れた嬉しいよ

うな感謝の気持ちで一杯になりました。その時イ

チャリバチョーデーと言う言葉を思い出しました。

そして大会に参加する意義が解ったような気がしま

した。深夜着いた那覇空港には、出迎えで混雑する

多くの人々の中に３０年ぶりの幾つかの顔もあり感激

と驚きで心が熱くなりました。そして今回も又震え

る様な感動の中に身を置く事が出来ると思うと熱い

ものがこみ上げて来ました。

パレードの日、少し雨模様です。でも今回も元気

良く大手を振って県民の皆さんに笑顔で行進です。

今回は前回（４回）の時より多くの人が街路に満ち

あふれている様子です。パレード開始、多くの県民

の皆さんから、拍手とお帰りなさいと温かい声援を

かけれらました。元気良く大手を振っての行進が目

頭が熱くなり、目の前が見えなくなりました。感

謝、感激、雨、霰です。でも雨も霰もまだ降ってい

ません。そして約２時間後に雨はパレードが終わり

降りはじめました。今回大会は雨でした。そして不

思議な雨でした。翌日開会式でした。朝から雨が

降っていました。午後４時にセルラースタジアムに

入り開会式を待つ間、４時３０分に部屋の窓から外を

見るとヤッパリ雨が降っています。でも、濡れる覚

悟で５時の開会式に挑みました。そしたら、不思議

な事に、いままで降っていた雨が上がりました。僕

は舞台前の客席に通されました。空を見上げると青

空です。不思議です。開会式のスケジュールが進行

していきます。エイサー隊の出番です、エイサー隊

に誘われて舞台の上で僕はカチャシーを踊りまし

た。その時さーっと雨が降り始めました。心地良い

雨です。空を見上げると球場のライトで照らされた

雨が暗闇の中で金色に輝き降ってきました。あたか

もこの大会と参加している皆を祝福するかの様に、

気分爽快です。しばらくしてカチャシーが終わると
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ピッタと雨も止みました。不思議な雨でした。それ

から４日間素晴らしい体験が始まりました。知事敬

意訪問、出身校での交流会、県人会会議、与那原町

長敬意訪問、与那原町の小学校での交流会、その間

に親しい小中高の友達に連れられての観光島巡りで

す。そして歓迎会の日々です。カナダ協会の歓迎会

に始まり、知事招待会、与那原町内会、高校OB会、

小、中、高、学校の同窓会、高校の時に所属してい

たクラブの同窓会、親族、と多くの温かい歓迎会に

参加させてもらいました。でも、日にちが重なり時

間も無く出席出来ない歓迎会もあり申しわけなく思

いました。毎日が矢の様に過ぎて行きました。

今実生活に戻り、大きな素晴らしい思い出となっ

ております。そして振り返ってみて特に開会式、閉

会式とパレードは思い出深いものとなっておりま

す！同窓会で出会った県に住む友達もこれらに参加

して僕と同じく感動で涙したそうです。今回６月に

知事一行のキヤラバンが来られて一緒に食事を共に

した事もあり、ここの県人会からは始めて大勢の参

加者が出ましたが、今大会では災害での放射能への

恐れで多くの参加予定者がキャンセルをしたと聞き

ましたが、それでも５０００人の参加者があったと聞き

ました。前大会でバスで同席したアルゼンチンから

来られた４世の方は１回目の大会から参加されて、

今ではウチナーンチュ大会で人生が回っているとお

しゃっておりました。それほど素晴らしい大会なん

です！次回は今回の倍の参加で大会１万人参加大会

と行きたいものです。そのためには今大会で受けた

感動と感激とを今回参加出来なかった会員にしっか

りと伝えます。そして多くのカナダ人を招待したと

思っております。

最後に世界に類の無いこの人類の祭典ウチナーン

チュ大会にお招き頂きありがとうございました。そ

して参加出来た事を沖縄の血を引く者として誇りに

思い感謝しております。仲井眞知事を始め大会関係

者の皆さん県民の皆さんありがとうございました。

そしてお世話に成りました友達親族こころから感謝

しておりますありがとうございました。

では又皆さん５年後にお会いできればと思ってお

ります。その日のために乾杯！

新垣　定二（在亜沖縄県人連合会　会長）

第五回世界のウチナーンチュ大会が前回と今度で

二度目の参加となり今回も前回同様ウチナーンチュ

大会の発信するすばらしい感動と感激を得ることが

できまし た。これもひとえに沖縄県仲井眞弘多知

事をはじめ大会実行委員会、沖縄県民の海外に居住

する同胞への温かい歓迎の肝心のおかげと感謝いた

しております。アルゼンチンに帰国し２ヶ月も過ぎ

ましたがウチナーンチュ大会の一齣、一齣を思い出

す日々です。今回アルゼンチンより参加いたしまし

た２７６名の方々も皆興 奮醒めず大会の模様を多くの

参加できなかった県人へ語り聞かせており、次回の

第六回世界のウチナーンチュ大会はウチナーアイデ

ンティティを求め更なる県系 人の若い世代の参加

者が増え海外沖縄県系人の４０万人の人的財産が巨大

な力になり双方の発展に寄与していく大会となるも

のと期待いたしております。

今回の大会の特徴は、アルゼンチンからの参加者

を世代で分析いたしますと県人社会の次世代を担う

二世、三世の若い多くの二十代世代がウチナーン

チュ大会に参加したということではないかと思いま

す。これまでは一世の方々が大会を機に故国訪問の

機会とする傾向がありましたが、この度の参加者に

は、元ジュニアスタデーツアー、研修生、開会式に

おいて演舞を披露したアルゼンチン祭り太鼓支部の

メンバー、青年達は第五回世界のウチナーンチュ大

会に参加することで、新たな感動と沖縄のパワー、

ウチンナーンチュの子孫である誇りを心に刻みこれ

までの沖縄との絆を更に深化させる意義ある大会に

なりました。今後の沖縄と県人社会との新たな交流

の架け橋を担う人材が育つことと県人会としても大

きな収穫を得る思いです。　

大会前までは、東日本大震災と円高の影響でアル

ゼンチンからは何名参加者がいるのかと不安でした

が前回を遙かに越す２７６名が参加でき嬉しく思いま

す。これも上原良幸副知事を先頭に人気の高い、平

田大一文化観光スポーツ部カリスマ部長の南米キャ

ラバン隊の当国での広報喧伝が奏効した成果のおか

げだと実感いたしております。また、今回は会場が

沖縄セルラースタジアムにおいて開かれたことで多

くの沖縄県民と海外参加者が大会での熱気を共有で

きたことで県民と移住者の遠隔の壁が取り除かれ、

今後のウチナーンチュ大会が沖縄県民におかれまし

ても私たち海外に住む移住者同様五年後を待ちわび

る大会になった事と思います　

これまで五回ウチナーンチュ大会に参加なされて

いる先輩方にこれまでの大会のことを訊ねたら今回

が最高にすばらしかったと大評判でした、特に三万

人の聴衆を魅了した閉会式の中学生、高校生による

アトラクションの感動は平和の尊さと沖縄の若い躍

動をこの上なく表現していて世界の人々に見てもら

えないのが残念です。ただ欲を言わしてもらえば、

故郷沖縄においては、おじい、おばあ役のセリフが
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ウチナーグチで話したらなおよかったのではと感じ

たのは自分だけかもしれませんが、ウチナーグチの

魅力、それで得る心の安らぎは先祖代々受け継がれ

た言葉に勝るものはないと思いますのでこのような

機会にはぜひ活用して多いに普及していくのも今後

の課題かとちょっと感じました、それにしても沖縄

を代表する多くのトップアーチストのライブを一回

のステージで味わえるフィナーレには皆酔いしれ興

奮が最高に達したことでしょう、これも大会を企画

実行なされた多くの関係者のご尽力のおかげと心よ

り敬意と感謝申し上げますと共に前夜祭パレードで

は大会前にアルゼンチンにおいて日本民謡公演で來

亜なされた大工哲弘師匠、苗子さん、JICAボラン

ティアでラン栽培の指導で当国で活躍なされていま

した上里健二元琉球大学の農学部教授ご夫妻に声援

をいただき感激いたしましたこのように多くの出会

いや再会を生むウチナーンチュ大会が中井眞知事に

よる閉会挨拶の中で今後も世界のウチナーンチュ大

会を継続していくいきますとの頼もしいメッセージ

を聞くことができ心強く会場をあとにしました。

宮城　和男（ボリビア沖縄県人会会長）

前回（２００６年）に続いて二回目の参加である。今

回海外からの参加者が過去最多となり、開会式、閉

会式とも屋外のステージで、はじめて観るスケール

の大きさは感動的でした。

それにしても、開会式当日の天気にはハラハラさ

せられました。午後から振り出した雨は、開会１時

間前にあがり、開会式最後のプログラム、カシャー

シーの途中に再び振り出したが、式典は予定通り無

事終了することができた。大会初日の国際通りでの

パレードの際も、雨の洗礼を受けたが、本降りに

なったのはパレード終了後であった。沖縄県、ウチ

ナーンチュの「ウガン」に、不足はないことを確信

させられました。

ウチナーンチュ大会は、固有の文化に対する共通

認識を高める極めて意義深い内容を持っています。

ただ一つ気になるのは、ウチナーグチの行く末で

す。４０数年ぶりに会った中学の同窓生に「なぜウチ

ナーグチをよく話せるの？」と、聞かれたとき、「私

はウチナーンチュだから」と、当然のように行って

しまったが、そのような答えは期待していなかった

のかもしれない。私の住んでいるボリビアには、ま

だウチナーグチが残っているが、現状は沖縄県とほ

ぼ同様の感じがする。ウチナーグチの全く聞こえな

いウチナーンチュ大会が今後はあるのだろうか、あ

まりピンとこない。

高良　初子（ザンビア沖縄県人会会長）

まず始めに、世界的な不況、円高にもかかわらず、

世界から多くのウチナーンチュが参加したこと、誠

におめでとうございます。

沖縄ならではの壮挙です。心から賞賛致します。

日本の総理大臣に、わしたウチナー魂を見てもら

いたいものです。

慈雨の多い日々でしたので関係者の方々の御心労

いかばかりかと心の痛む思いでした。

ここに、ご依頼の感想と提案を述べさせていただ

きます。

１）コミュニケーションが迅速でよかった。

　　しかし、担当者間の横の連絡が欠いていたので

はないかと思われた。

　　例えば、当日必要なワッペン等はAir Mailで送

られていた為、出発前に届かず、出国した後、落

手しました。

　　幾回か送らないようにE-Mailしたのですが。前

回（第４回大会）も同じことが起こりました。

２）Information Deskが二ヶ所にあり不便を感じた。

３）パレードの後の知事招宴について、日・時間の

一考願いたかった。

４）開会式に空席が目立った。当日入場を自由にす

るか、入場パスを多く発行すべきか。

５）国によっては数多くの県人会or（グループ）等

を整理縮小してもよいのではないかと考える。

６）老年者・障害者用椅子等一考ねがいたい。

最後に、在ザンビア県人会ブースを御考慮に入れ

ていただきましてありがとうございました。

参集の方々にアフリカに対する関心のあるのに当

方がおどろいた程でした。かなり多くの方々にザン

ビア紹介が出来ました。

最後の楽園・希望の大陸ザンビア共和国から参加

した２人の女性Dr. Cynthia Bowa医師、そしてMs. 

Juliet Temboジャーナリスト・短大講師からの感想文

を添付してお礼とさせていただきます。

Cynthia Bowa（Dr）and Juliet Tembo（Ms）

（ザンビア沖縄県人会）

We would like to sincerely thank you, people of 

Okinawa.

We had a very good visit and we were particularly 

overwhelmed by the warmth, openness and respect that 

we received from the Okinawan people. We felt truly at 

home everywhere we went and found that the Okinawa 

people are very similar to my own people in the way 

they related to others. 
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We were profoundly touched by the history of 

Okinawa. Though we have read about the war, we did 

not understand the magnitude of pain and suffering that 

it caused for the people of Okinawa. Because of this 

history, we can understand why Okinawan people are as 

they are and how they have gone on to create such a 

beautiful and peaceful island. Being in Okinawa really 

made us understand and appreciate, and peopleﾕs 

commitment to promoting peace.

The Uchinanchu festival was truly a memorable 

experience. We cannot imagine that there is a place 

anywhere in the world where returning citizens are 

welcomed in such a manner. Though a small island, 

Okinawas have taken some part of themselves to every 

corner of the world and this remarkable festival allows 

many generation of Okinawans to bring the world back 

to Okinawa.

We proudly showcased Zambia at the parade and 

during the exhibitions. We feel many people were able 

to learn about Zambia through our exhibit and through 

their interaction with us. We felt really honored and 

privileged to be a part of the festival, and we are so 

grateful to Mrs. Hatsuko Takara-Kalabula for giving us 

the opportunity to join her and her family and be a part 

of it.

Once again we would like to really thank you for 

giving us the opportunity to take part of Uchinanchu 

Festival. 

Yours sincerely,

利枝子　ハートセエル（新ウチナー民間大使）

大会事務局の各位殿本当にご苦労様でした。

皆さんの努力がなければ実現・成功しない大会で

す。本当にお疲れ様でした。

今回の大会で気づいた事を箇条書きにしました。

良かった点

開閉式に海外参加者・県民・観光客も一緒に参加

し、ウチナーンチュ大会を感じてもらえた事

���������

前大会から始まった一国一校がしっかり受けつな

がれていた事

開閉式でＣＤでしか聞いたことのない歌手達の生

の歌声が聞けた事

�������

バス無料パス（運転が不可能、レンタカー高、今

回円高の為切実に実感しました）

各公共施設無料・割引（今回円高の為切実に実感

しました）

各種イベント・ショー（残念な事に今年は抽選シ

ステムでした）

＊親戚・友人などを含め、沖縄県民との交流が深

まった

＊故郷への郷愁を満足させることができた

＊沖縄の伝統・文化・風土への理解を深めた

反省点

県民と世界中からの参加者との交流の場所が無

かった事（毎回そう感じています）

事務局からの連絡が遅い事（オキナワタイム？）

会長・新民間大使・次世代の会議で出されて議案

が、その後どうなったのか一切みえてこない（形だ

けの会議なのか、唱えるだけで実行しなくてよいの

か）、今回会議室があまいにも小さすぎた、中に入れ

ないで帰る人達が多くいた

イベント日程時間（他のイベント等とかち合うの

で調整要）

大会事務局で働いた人達との交流する場所を作っ

て欲しい

＊世界のウチナーンチュ同士の交流を深める場所が

欲しかった

＊大会を観光地としての沖縄をＰＲする不足な感じ

がした

座嘉比　シモネ（２００３年度沖縄県費留学生）
松堂　チュウエイ

（２００６年度嘉手納町海外移住者子弟研修生）

沖縄県留学生研修生ＯＢ会　「うりずん会」

ブラジル沖縄県人会から推薦され、第５回世界の

ウチナーンチュ大会事務局から招待いただきまし

た。ブラジル次世代代表として素晴らしい大会に参

加させてもらい、心から感謝致します。私たちに

とっては、特別な大会だったと思っております、そ

の主な理由は多くの同世代のウチナーンチュとの交

流ができた事です。ブラジルウチナーンチュコミュ

ニティーの次世代代表、そして「うりずん会」代表

として、世界のウチナーンチュネットワークを深め

る事も一つの目的ですので、幸いな事だと思い満足

して帰国しました。これからも県外で沖縄の伝統文

化が忘れられないように、そして世界のウチナーン

チュネットワークがだんだん強めるために私達も一

緒に頑張りたいとおもいますので、これからも宜し

くお願い致します。

玉元　三奈美

（世界若者ウチナーンチュ連合会事務局長）
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■大会に参加してみて

今回始めて世界のウチナーンチュ大会に参加し、

若者・学生事務局長として関わりました。ウチナー

ンチュとして何か関わりたいとの想いでスタート

し、大会の存在を始めて知った時は、世界中にウチ

ナーンチュがこんなにもたくさんいることに感動し

ました。

大会では、「なぜ今まで移民の歴史を知らなかった

のだろう。こんなにも素晴らしい人たちが世界にい

るのに、留学前に気づいていれば留学中も世界と交

流できたのに」と後悔しつつ、沖縄の外である世界

にいてもウチナーンチュはウチナーンチュだという

こと、家族だということに気づけたことは大きかっ

たです。また、テレビを見た人から直接連絡を頂

き、感動をありがとうと言葉を頂いたときは、とて

も嬉しく感じました。一方でテレビや新聞を見てい

ない一般人にどう伝えるかは課題に上がりました。

私は、ブラジルから次世代代表で参加した若者の一

人が遠い親戚だということに大会後気づくことがで

きたのですが、私の周りの友人らも大会で親戚がい

たことに気づき、ウチナーンチュ大会は人をつなぐ

役目にもなっているのだと感じました。まだまだ、

県内では移民のことをしらない若者もたくさんいる

ので、知っている人が伝えていくことを行っていき

たい。これからの若者の役目は大きいなと強く実感

しました。

■１番印象的に残っていること

若者国際会議の前日の代表合宿。世界から集まっ

た代表が夜の１１時から朝の５時まで熱く議論が交わ

され想いをぶつけ合ったことです。なぜ沖縄に対し

てこんなにも熱くなれるのか話そうと意見が出さ

れ、一人一人想いを語ることで、一つになることが

でき、引き継いでいくことは私達の使命だと全員が

感じたことです。各国の現状や活動内容を知ること

ができ、沖縄での役目は何かを考えるキッカケと

なった。世界中に仲間ができたことが一番の喜びです。

■特に課題だと感じたこと

大会から大会の間の４年間の期間を広報や周知に

かけ、４年間で世界にいるウチナーンチュを迎え入

れる準備をすること。次世代への継承だと課題を挙

げているのにも関わらず、高校、大学への広報が行

われていないことが課題だと感じた。高校のテスト

期間や大学講義と重なり、大会への参加が厳しかっ

た。教育委員会からの参加許可や、沖縄最大のビッ

クイベントであれば、大会期間を短期休暇にしても

いいのではないかと感じた。

また、国間、世代間の交流が少ないこと。

３　大会の成果
今大会は史上最多の５，３１７名の世界のウチナーン

チュを迎え、県民との幅広い交流を図ることができ

ました。

移住者世代のみならず若い世代の双方に焦点をあ

て、ウチナーネットワーク・アイデンティティの継

承・発展を目的とした今大会の具体的成果とは。

（１）具体的成果

①　世界のウチナーンチュと県民との幅広い交流

　今大会は２２のイベントプログラムを用意し、

世界のウチナーンチュと県民が幅広い交流を行

えるよう配慮しました。開会式・閉会式を県下

最大規模の収容人員を誇る沖縄セルラースタジ

アム那覇で開催したこともその一環としての取

り組みです。屋外での式典にはあいにくの悪天

候にもかかわらず開会式で延べ約２万人、閉会

式・グランドフィナーレでは延べ約３万１千人

の方々が集い、ウチナーンチュとしての一体感

と大いなる感動を共有しました。

　また、特別招待枠を設け、東日本大震災の被

害に遭われ県内に移住された方々や県外から観

光で訪れる方々にも大会イベントを楽しんでい

ただきました。

②　大会を契機に世界各国の若者達が沖縄を核と

して繋がる

　「グローバル次世代プロジェクト」から生まれ

た組織

　大会３日目の１０月１４日に開催された「グロー

バル次世代プロジェクト」では、ウチナーネッ

トワークの継承・発展に寄与する素晴らしい企

画が生まれました。世界の若者達は活発な議論

を重ね７つのプロジェクトにまとめた後、知事
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へ提言しました。次回のウチナーンチュ大会に

繋がるユニークな企画だと知事からも賞賛を受

けています。会議後には「世界若者ウチナーン

チュ連合会」が設立され、世界８カ所（沖縄・

アメリカ・ハワイ・ブラジル・ボリビア・ペルー・

アルゼンチン・イギリス）に支部が設置されま

した。今後の活動に注目です。

　７つのプロジェクトには、「世界若者ウチナー

ンチュ大会」「ウチナーグチ世界大会」、「ウチ

ナーンピック（カチャーシー、ハーリー等の大

会）」などウチナーネットワークや沖縄の伝統文

化、アイデンティティの継承に寄与する取り組

みが盛り込まれています。

　若者たちの真摯な想いは、平成２４年７月ブラ

ジルで開催する「第１回世界若者ウチナーン

チュ大会」に結実します。平成２４年１月にブラ

ジルで行われた「ニーセーターツアー（NISETA

　TOUR）」でも初参加となる沖縄を含め南米の

若者達が世界大会の開催に向け活発な意見交換

を行いました。

　企画から実施まで全て若者達で行われる大会

に期待です。

③　世界で活躍できる人材を育成するための取組み

　「ワールドウチナーシンポジウム」で提言され

た大型基金の創設

　大会４日目の１０月１５日に開催された「ワール

ドウチナーシンポジウム」では、世界的規模で

活躍する人材の育成を図ろうと、海外の県人会

や民間大使などが熱く持論を展開しました。そ

の中で世界のウチナーネットワークを活用し、

県内の産学官が連携するオールオキナワでの取

り組みとして、大型基金の創設が知事へ提言さ

れました。

　大会から発信した基金の創設については、そ

の趣旨に多くの賛同が得られたため、今後、そ

の実現に向けての取り組みが待たれるところで

すが、「２１世紀の万国津梁の民」として世界で活

躍する人材を一人でも多く育成しようという機

運が醸成できたことは今大会の大きな成果とい

えるのではないでしょうか。

（２）これまでの成果

①　第１回大会（１９９０年）

�����

　「世界のウチナーンチュネットワーク」の構築

　世界に雄飛し、活躍しているウチナーン

チュは沖縄の貴重な人的資源である。これら

の財産を経済、文化、学術等の各分野におい

て、本県を要として結びつけ、有機的に機能

させるためのネットワークを確立する。

�����

　　　ウチナー民間大使制度の発足。

 

▲「NISETA TOUR」に参加した世界若者ウチナーンチュ
連合会のメンバー

▲世界若者ウチナーンチュ連合会ホームページ
　http://yuao.org/
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②　第２回大会（１９９５年）

�����

　世界各地に在住するウチナーンチュ等、本

県との関係者を全世界的なネットワークで結

び、経済、芸能等の各分野において、人的・

物的交流を促進、さらに一層強力に進展さ

せ、双方の社会・経済の発展や活性化に資す

るとともに、我が国の「南における国際交流

拠点の形成」を目指す。

�����

　ＷＵＢ（ワールドワイドウチナーンチュビ

ジネスアソシエーション）の設立。

③　第３回大会（２００１年）

�����

　世界各地で活躍するウチナーンチュを中心

とする人的ネットワークを拡大発展させ、「世

界の架け橋」を構築し、経済等あらゆる分野

にわたる持続的な交流を促進し、相互の発展

と活性化に寄与するとともに、新たな世紀を

迎え、本県が国際交流の拠点として飛躍する

ことを目指す。

�����

　　　ジュニアスタディーツアーの発足。

④　第４回大会（２００６年）

�����

　移住者世代の功績を踏まえ、ウチナーネッ

トワークを担う次世代の育成を図る大会と

し、世界に広がるウチナーネットワークの継

承さらには深化・拡充を目指す。

�����

　　　ホストファミリーバンクの設置。

⑤　第５回大会（２０１１年）

�����

　次世代育成等基本方針に基づいた事業を行

うことによりウチナーネットワークを持続的

に発展させるとともに、世界に向けた新たな

ネットワークの展開を目指し、「沖縄２１世紀ビ

ジョン」に謳われる「世界に開かれた交流と

共生の島」の実現に資することを目的とする。

�����

世界若者ウチナーンチュ連合会の設立。

人材育成のための大型基金創設の提言
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■WUBネットワークとは
　WUB（ワブ）は、Worldwide Uchinanchu Business Association（世界沖縄県系人ビジネス・アソシエーショ

ン）の略で、世界各地で活躍する県系人および関係者で構成された組織であり、ウチナーンチュが主体とな

る国際的ビジネス・ネットワークの構築と会員相互のビジネス活動の促進を目的として設立された団体です。

１９９５年に開催された「第２回世界のウチナーンチュ大会」で構想が打ち出され、Hawaii Uchinanchu Business 

Group（HUB）（当時、既に存在）を基に１９９７年に設立されました。NPO法人としての本部はハワイ、各支部

連合の事務局を現在沖縄に置き、１６の国と地域に２１支部を有し、会員数は約５００名に及んでいます。

　１９９７年にハワイで開催された設立大会をはじめ、２００９年のロサンゼルス大会まで毎年、世界大会を開催し

各支部会員の絆を深めるとともに、それぞれの課題や情報を共有してきました。２０１０年からは支部役員が集

う理事会と全会員を対象にした世界大会を隔年で開催することになり、２０１１年は「第５回世界のウチナーン

チュ大会」にあわせて母県沖縄で世界大会が開催されます。近年のWUBは次世代のウチナーンチュネット

ワークを担う若い世代の育成に積極的に取り組み、ハワイ大学と共同でWUB奨学基金を設立し県系人子弟

のハワイ大学東西センターへの留学を応援したり、沖縄県とハワイ・マウイ島の高校生の交流事業を手がけ

たりしています。

①　国際的なビジネスの展開を行っている方、又は、

希望している方

②　国際的なビジネス・ネットワークに興味のある方

で、本会の趣旨に賛同され、本会の理事会の承認

を得られた方であれば、職業・国籍・宗教・性別

に関わらず入会可

会員条件

①　国際レベルの経済交流に関すること

②　国際ビジネスの促進に関すること

③　国際ビジネスの情報交換に関すること

④　ＷＵＢ他支部との連携・交流に関すること

⑤　会員の研鑚、国際交流、および親睦に関すること

⑥　その他、目的達成に必要な事業を行うこと

事　業

②　ＷＵＢネットワーク役員

創　設　者：ロバート・仲宗根

（ハワイ・WUBネットワーク初代会長）

名誉会長：沖縄県知事・仲井眞　弘多

顧　　　問：呉屋　守将

（沖縄・WUBネットワーク第２代会長）

会　　長：牧志　泰三

　　　　　（沖縄・第４代会長）

副　会　長：長嶺　爲泰

　　　　　（WUB東京　名誉顧問）

　　　　：赤嶺　光弘

　　　　　（WUBペルー前会長）

事務局会　長　

沖縄牧志　泰三WUB
ネットワーク

会員数会　長各支部名

６０ロイド　新垣ハワイ

５５東　良和沖縄

３０モリヒロ　城間ブラジル

７０ロベルト　東江アルゼンチン

５０ノーラン　比嘉北米

２０比嘉　次雄ボリビア

７３平良　智弘東京

１８嵩原　ルイスペルー

９又吉　真由美香港

１３東浜　永松中国

２５仲里　眞光関西

４大城　忠タイ

１０ジューリー　比嘉グアム

６マイク　嘉陽カナダ

８ユミコ・ベイランド山川メキシコ

５遠山　光一郎シンガポール

６バージ　比嘉　ソリスフィリピン

１７新垣　康郎ヨーロッパ

１０屋嘉比　保台湾

６ダニエルリウーミンーチーマレーシア

６ジュリー　比嘉マウイ

５豊見山　健児宮古

５０６合　計

①　WUBは、ハワイにあるWUBネットワーク（NPO

法人）を本部とし（事務局：沖縄）、各国に支部

を置いています。

組織形態
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４　今大会の特色と課題
第５回世界のウチナーンチュ大会

実行委員会事務局長　照喜名　一

　

「島に人影なくフールに豚なし」、終戦直後ハワイ

の同胞による沖縄救済運動はこの言葉がきっかっけ

となって始まり、敵性国民として自らも苦境にあっ

たはずのウチナーンチュ達は、荒廃し焼け野原と

なった母県を救おうと寄付を集め、５５０頭の豚を送

り届けた。

ウチナーンチュの原点を考える時折に触れ思い出

すのはこのエピソードである。勿論、救済運動はハ

ワイだけでなく世界のウチナーンチュがいる所では

何処でも起こりえたし実際に起こったことであった。

大会には海外及び国内から過去最多となる５，３００

人余りのウチナーンチュが参加し、多くの方から

「感激した」とか「また参加したい」という声を聞く

ことができた。大会が終了し今思うのはやはり遠路

はるばる参加いただいた皆様に対する‘感謝’です。

それでは、改めて今大会の特色及び課題について

振り返ってみたいと思います。

　

（１）今大会の特色と成果

①　開会式・閉会式会場を収容能力の高い沖縄セ

ルラースタジアム那覇にしたこと

　第５回となる今大会は、初めて地元県民のみ

ならず、観光客の方も開会式・閉会式などの感

動を世界のウチナーンチュと共有することがで

きました。円高や震災による風評がある中、過

去最高の海外参加者を迎えることができ、ま

た、この大会を契機として、本県を挙げて行わ

れる５年に１度の大イベントとして広く認知さ

れたと思います。

　大会期間中はあいにくの雨模様の天候でした

が、多くの方が会場へ足を運び、チャンプルー

交流祭、ワールドバザールなど様々な催しを通

して世界と交流を図ることができました。

②　次代を担う人材育成のための取り組みを実施

したこと

　今大会では、「ウチナーネットワーク、アイデ

ンティティの次世代への継承」をテーマに「グ

ローバル次世代プロジェクト」事業を実施しま

した。ネットワーク、アイデンティティの継承

について、次代を担う若者達が自ら考え、「ウチ

ナーンチュ大会若者・学生事務局」を平成２３年

４月に立ち上げ、活動してきました。本大会で

は、世界から集まった同世代の若者達と国際会

議を開催し、先人達の思いを継承するための７

つの提案にまとめ、知事へ提言書を直接手渡し

ました。世界８カ所に支部が設置され、来る平

成２４年７月には、ブラジルで、「第１回世界若者

ウチナーンチュ大会」が開催されます。若者自

らが動き出したことに意義があり、今後の彼ら

の活動に注目です。

　また、前回大会から引き続き実施している

「ジュニアスタディツアー」、「ホストファミリー

バンク」、「レッツスタディ！ワールドウチナー

ンチュ事業（旧一校一国運動）」において、海外

と県内の小・中・高校生などの交流の場をつく

り、人材育成に努めました。

③　人材育成にかかる大型の基金創設が提言され

たこと

　「ワールドウチナーシンポジウム」では、各国

の県人会長や新ウチナー民間大使から人材育成

等について様々な意見が出され、大型の基金創

設による人材育成や交流の強化を沖縄県を挙げ

て、世界のウチナーネットワークを活用しなが

ら、いわゆるオールオキナワで取り組んでいく

必要性を提言としてまとめました。

　基金事業の実施に向けて鋭意取り組んでいき

ます。

（２）次回大会への課題

　今大会は「次世代」がクローズアップされた大

会でもありました。県内の中学生がキャッチフ

レーズを考案し、テーマソングを歌い、世界若者

ウチナーンチュ連合会も設立されました。次回大

会は、次代のウチナーネットワークを担う若者達

に企画段階から積極的に参加してもらい、若者達

によるイベントも開催できるのではないでしょうか。

　また、海外参加者の多くの方々が、自分のルー

ツである市町村イベントへ数多く参加されていま

す。全ての市町村が大会に関わっていただける気

運を高めていくことや地元県民一人一人が海外参

加者を歓迎する取組みができるような工夫も必要

ではないかと考えております。
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５　世界のウチナーンチュ大会考

　　「魂と絆の発信」

第５回世界のウチナーンチュ大会実行委員会幹事長

沖縄県文化観光スポーツ部参事監　知念　英信

序　章……アトランタでの出来事

「又ん、まじゅん飲まやー、この次は是非沖縄で」。

アトランタ国際空港に見送りに来てくれた県系人の

皆さん一人ひとりと硬い握手をした後の、西銘順治

沖縄県知事から皆さんへの別れの言葉であった。

１９８５年６月、当時の米国防長官ワインバーガーに

沖縄の基地問題を直訴するため、ワシントンに出向

いた知事一行は、その帰り路、アメリカ南北戦争の

激戦地であり、小説「風と共に去りぬ」の舞台にも

なったジョージア州アトランタに立ち寄った。

ウチナーンチュは少ないとの事前情報により、当

初は１０名程度の少人数を招いて、知事が夕食会を催

すこととなっていた。ところが知事の来訪を聞きつ

けて近隣から集まったウチナーンチュとその家族が

約６０名、ツル子・又吉サンダースさんの自宅での「大

ホームパーティー」となった。さながら、「小さなウ

チナー」が現われ出たかのようであった。

皆さんが手作りで持ち寄った、うちなーそば、

サーターアンダーギー、泡盛に舌鼓を打ち、三線が

奏でられ、カチャーシーが飛び出し、宴は夜通し大

いに盛り上がった。これがきっかけで、集まったメ

ンバーでアトランタ沖縄県人会が結成され、初代会

長にはルイス高江洲佳代子さんが選ばれた。同氏

は、５年前の第４回大会で、「世界のウチナーンチュ

大会は、我々が５年に１度『魂の栄養補給』に里帰

りする機会であり、このような催しをしていただい

ている県、関係者に感謝する」という名スピーチを

して皆を唸らせた初代ウチナー民間大使である。

１９９０年に初めて世界のウチナーンチュ大会が開催

される直接のきっかけとなったとされるジョージア

州アトランタでの出来事である。今日、ジョージア

州アトランタが「世界のウチナーンチュ大会発祥の

地」と呼ばれる所以である。

知事一行の帰沖後、翌１９８６年「世界のウチナーン

チュ大会」は「開催を検討する」という表現で施策

に位置づけられた。１９７２年の沖縄の日本復帰直後か

らの行き過ぎた「ジャパナイズ」（古き良きウチナー

ムンが見下され、ヤマトゥムンを無批判で良しとす

る風潮）の中にあって、実に画期的なことであった。

当職は１９８９年、当時の県国際交流課に大会の担当

として配属され、このような大会の開催に至るまで

の経緯に触れ、９０年開催の第１回大会の基本プラン

作りに係わった。その後第４回大会は志願して事務

局長を仰せつかり、更に今回の第５回大会は実行委

員会幹事長として係わったものである。昨年の第５

回大会はメイン会場をセルラースタジアム那覇に移

しての初めての大会であったが、海外から５３００名の

ウチナーンチュを迎え、大会が目指していた「多く

の県民と世界のウチナーンチュとの触れ合い」があ

り、「ウチナーアイデンティティーとネットワークを

次世代がしっかりと受け継ぐ」という成果も見られ、

大成功裏に終了した。そして何よりも今回大会が新

たなステージに突入したとの強い印象を受けた。

そこでこれまでの大会を振り返りつつ、これから

の世界のウチナーンチュ大会とウチナーネットワー

クのあり方および世界に４０万人にいたった県系人

の、県民にとっての意義を、沖縄に暮らす県民自身

が考えるきっかけになればと考え筆を執った。

Ⅰ　天の配剤……大成功の第五回大会

とにかく感動の５日間であった。絶好の日和りで

はなかったものの、過去の４回までの大会に比べ質

量共に大きく変容した大会であった。

特に５，３００名余りのウチナーンチュが世界２４カ国

３地域から参加した今回大会の特徴として、開会

式、閉会式の会場及びワールドバザール、チャンプ

ルーフェスタ等の賑わいの部分をセルラースタジア

ム那覇と周辺公園に移した事が挙げられる。理由が

ある。大会への海外からの参加者は第３回大会で既

に４，０００名に達し、第４回大会は４，４００名であった。

従来、開会式、閉会式が行われたコンベンションセ

ンター展示棟の収容能力は限界に達していた。過去

４回大会までは県選出国会議員、県議会議員、県内

市町村長等々極く、限られた県民しか開会式、閉会

式に招待されなかった。従って開、閉会式会場に世

界のウチナーンチュを車で送って来た県民の席は無

く、引き取ってもらうしか無かった。３回、４回大

会でこのような状況が続き、開、閉会式の感動を知

らない多くの県民と世界のウチナーンチュの意識差

は広がる一方であった。世界のウチナーンチュに

とって、期待した県民挙げての「大歓迎」もさほど

なく、違和感が募っていた。第５回大会で行ったア

ンケートで、「最近の沖縄県民は冷たくなった」「県民

と世界のウチナーンチュの交流が必要」との声が多
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く聴かれた。５回大会のテーマの１つは「県民と世

界のウチナーンチュの交流の促進」となった。昨年

セルラースタジアム那覇がオープンしたのも天の配

剤という感すらある。これは単にメイン会場が移っ

たということに止まらず、開会式、閉会式の感動を

多くの県民と世界のウチナーンチュが共有したこと

の意義が大きかった。

仮に今回もコンベンションセンターでの従来通り

の開会式、閉会式であったならば、同大会は先細り

の一途であったろう。屋外施設であるが故の天候の

リスクより、県民と世界のウチナーンチュの意識差

が広がる方が大会の将来にとって遙かにリスキーで

あった。

１２日の前夜祭パレードは、４，５００名を超える海外

参加者があった。各県人会は移住先国、地域でしっ

かり根付き、頑張っていることを示すかのように移

住先の伝統民族衣装での参加が多く見られた。国際

通りは俄かにその名前に負けない「国際的な様相」

を呈した。沿道の県民との多くのハグシーン。通り

の両サイドの街灯に架けられた歓迎バナーの下を胸

を張って、満面の笑みで行進する世界のウチナーン

チュたち。通り沿いの各商店も大会協力の印である

「メンソーレ」ポスターを店頭に貼り出して歓迎した。

１３日の開会式は天も味方した。開式直前まで雷も

伴っていた雨が奇跡的に止んだ。「海を渡り　我が家

を５大州とした　気宇壮大な我らが先人　アジアに

舟を走らせ　万国の津梁たらんとした　誇り高き琉

球の民　時を経てその末裔５，０００名を迎え　ここに

第５回世界のウチナーンチュ大会の開会を宣言しま

す」。上原副知事による、誇らしげな開会宣言で始

まった開会式はアマ女子ゴルフの日本チャンピオ

ン、本部高校の比嘉真美子さんのキックオフショッ

トに始まり、古謝美佐子さんの特別ステージ、世界

一斉エイサーページェントまで中止もなく全日程が

挙行された。仲井眞知事も事務方が準備した主催者

の挨拶原稿は一顧だにせず、いきなりスタンドを埋

めた世界のウチナーンチュに第一声「ビエンベニー

ドス、ベンビンドス、ウェルカム、めんそーれ、皆

さんは我々の宝です、誇りです、５年に１度は沖縄

でリフレッシュして下さい。」と言い放った。

１６日の閉会式、グランドフィナーレに至るまで県

民とウチナーンチュの交流の場として「空手・古武

道、琉舞の首里城正殿御庭での奉納」「チャンプルー

交流祭」「ワールドバザール」「ビジネスフェアー」

「世界エイサー」「現代版組踊・翔べ！尚巴志」「うち

なー角力」「系図の探求」等々、ウチナーアイデン

ティティーを盛り込んだ各イベントは大賑わいを見

せ、延べ入場者の数は４０万人を上回った。

圧巻はやはり閉会式、グランドフィナーレであっ

た。仲井眞知事はこの時も事務方の用意した挨拶原

稿によらず、「第６回大会の開催と、ウチナーネット

ワークを受け継ぐ次世代の人材育成のための「万国

津梁基金」の創設に言及した。沖縄の歴史の節目節

目で様々な形で海外同胞にお世話になった、この場

を借り、お礼を申し上げる」と続けた。想いがスト

レートに言葉になった名スピーチであった。

更なる圧巻が続く。４月から文化観光スポーツ部

長を拝命した平田大一がステージとスタンドの内野

グランドに１，３００名を超えるキャストで「平田ワール

ド」を演出した。平田が直接指導し関わってきた現

代版組踊の「レキオス」「肝高の阿麻和利」「當山久

三」、旗頭も加わり内野グランド狭しと唄、踊りを展

開した。

そして宮沢和史、喜納昌吉、ディアマンテス、オ

オトリのBEGINの「島人ぬ宝」での大合唱、エンディ

ングの花火と続いた。

県立博物館・美術館では終戦直後の沖縄に豚を送

り届けた７名の勇士の顕彰と「海から豚がやってき

た写真パネル展」が行われた。これは終戦直後の沖

縄に５５０頭の豚を送り届けた７名の最後の存命者で

あったハワイ在住の上江洲易夫氏が亡くなり、この

機会に７名の遺族に県知事、養豚振興協議会から感

謝状が手交された。

市町村の取り組みも大きかった。世界のウチナー

ンチュが故郷に帰ってきたことを実感するのは、ウ

チナーグチに接したときである。従来にも増して多

くの市町村が歓迎パーティー、バスツアーを実施し

て世界からの主役たちをもてなした。

各メディアの取り組みも従来の大会とは比べ物に

ならなかった。特に大会前の残暦版の一面掲載、特

集等々の自主企画は県民の耳目をウチナーンチュ大

会に集め、大会成功に大きく貢献した。大会中の取

材内容も素晴らしいものがあった。

開会式、閉会式で世界のウチナーンチュと感動を

共にした県民からは「感動した。なるほど、ウチ

ナーンチュ大会とはそういうことだったのか」との

声が多く聴かれたことは重要である。その意味で大

会は大成功であった。

Ⅱ　大会の成功とは、ウチナーンチュとは、様々な議論

或るイベントが成功したかどうかの目安は様々で

ある。具体的、数字的な目標を目安としていないウ

チナーンチュ大会の場合、その開催目的がどの程度
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達成されたかが目安となる。その視点で過去の大会

を検証する。

世界のウチナーンチュ大会の開催目的は、第３回

大会までは一貫して「ウチナーネットワークの構築」

であった。第４回、５回大会はこれが「ウチナー

ネットワークの次世代への継承」に展開し、更に５

回大会は先述の「県民と世界のウチナーンチュの交

流」が加わった。それぞれの大会目的に呼応した成

果として、１回大会でネットワークの人的拠点とし

て「ウチナー民間大使」が設置され、２回大会に経

済交流の必要性から「WUB（ワールド・ウチナーン

チュ・ビジネス・ネットワーク）」が組織され、３回

大会ではネットワークを次世代に繋ぐべく「ジュニ

ア・スタディーツアー」が始まり、４回大会では、

これを双方向とすべく「ホストファミリーバンク」

が立ち上がり、それぞれの大会は成功であったと言

えよう。

そして今回大会を迎えた。

余談ながら、大会の成功不成功の目安に「大会参

加者数」がないのを読者は奇異に感じられるかも知

れないが、実はこれまで「大会参加者数を成功の目

安にしたことは１度もないのである。今回も５，０００

名の海外参加者というのは目標としてではなく、

マックスの作業ベースを据えただけのことである。

この作業ベースを基に大会運営に必要な予算量、組

織量が組み立てられる。

ちなみに第１回大会の議論の内容を紹介しておく

と、「ウチナーンチュの定義は？」「何のための開催

か？」「誰のための開催か？」「ネットワークとは？」

「アイデンティティーとは？」「大会成功の目安は？」

と、このような議論を徹底的に重ねた後に「いつ」

「どこで」「どのように」といった具体的なことが決

められていく。

それぞれの問いに対する考え方は以下の通りとした。

「ウチナーンチュとは？……誰であろうが、沖縄

が培ってきたものが好きな人、従って積極的に外国

人をウチナーンチュ民間大使とした。ウチナーン

チュ・アット・ハートのこと」「何のために？……ウ

チナーネットワークの構築のため」「誰のために？

……決して移住して苦労した方々のねぎらいだけで

なく、県民と世界で活躍する県系人のため」「ネット

ワークとは、沖縄に対する気持ちの繋がり」「アイデ

ンティティーとは、唄、踊り、太鼓、三線、ウチナー

グチ、空手にユイマール、イチャリバチョーデーな

どの所謂沖縄的なモノ」「大会が成功したといえる参

加者数は？……県系人が最も多い南米はハイパーイ

ンフレという当時の経済状況を勘案し、５００名とし、

作業ベースを１，０００名とする。」といった具合であっ

た。前例もないことだし、５００名来ればひとまず「成

功」ということにしようというのが事務局内部での

単なる話題としてはあったが、それが正式な目安と

いうことではなかった。

作業ベースも、１，０００名の参加者はほぼありえな

いだろうということで設定したマックスの数字で

あった。大会の１と月前に海外参加者が２，０００名を

超えることが判明したときの驚きとその後のパニッ

クは、思い出すだにゾッとする。当初計画では劇場

棟での開会式、民間大使認証式を行った後、展示棟

でひき続きレセプションとなっていた。劇場棟は

１，７００名余の収容能力しかなく、世界のウチナーン

チュの一部を「立たせて」行うわけにもいかなかっ

た。結局、初日の開会式と民間大使認証式を展示棟

に移し、特設ステージを設置、可及速やかにどんで

ん返しを行ってレセプションに移行することに変更

した。

専門家は「どんでん返しに最短で１時間必要」と

そのリスクを強調したが、それ以外の選択肢もなく

実施された。これを４０分でやってのけた。やればで

きるものである。

海外参加者は最終的に２，３９６名となった。５００名と

した事務局の目安からすれば初回の大会は、大大成

功と言えよう。

いやはや恐ろしい見込み違いであった。この見込

み違いがどこから来たかということが、反省会での

議論となった。大会がウチナーンチュにとってどの

ような意味を持つかという点で、沖縄に住んでい

て、当たり前に自らをウチナーンチュであると思っ

てきた我々と、遠く離れた外国に住むウチナーン

チュとの間で大きな隔たりがあったとの結論に達した。

OTVで長く「世界のウチナーンチュ紀行」を担当

された前原信一氏の「ホントのウチナーンチュには

南米まで行かないと会えない」という言葉が実感さ

れる。

大会終了後、シアトルから参加したご婦人（７０歳

前後）の一言が大会の成功を示す一番のものかも知

れない。彼女曰く「この１週間はホントに夢を見て

いるようでした、そして今日ほど自分がウチナーン

チュであってよかったと思える日はない、自分が生

きている間にこんな日があるなんて……」。

永年の苦労を想わせる深いしわの、目を潤ませた

泣き笑いの彼女の顔は、大会準備、実施による私の

疲れを吹き飛ばし、今も私の脳裏に心地よい。
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Ⅲ　何故ウチナーンチュだけが成しうる？

明治元年に始まった日本からの海外移住は、ほぼ

１４０年を経て、その子々孫 （々海外日系人）の数は約

３３０万人といわれる。その１２％にあたる４０万人が沖

縄県系人である。沖縄県からの移民は１９００年（明治

３３年）、金武町の當山久三が送り出した２７名のハワ

イ移民に始まるが、送り出した実数においては約１２

万人の広島県が断トツで多い。沖縄、福岡、山口、

熊本が７～８万人でそれに続く。そのような状況の

中、何故、一人沖縄県のみが「県系人のネットワー

ク」をテーマにこのような大会を開催する（できる）

のだろうか。

それは移住したウチナーンチュのメンタルの特徴

（チムグクル）によるのではなかろうか。

１６世紀ごろから「万国津梁」の国是の下、アジア

の国々に舟を走らせ、交易し、文物を持ち帰り王国

を盛んにした琉球の民にとって「出かけて行ったら、

戻ってくる」のがスタイルであった。ちなみに、私

見ながら「イチャリバチョーデー」という言葉は、

異国人に出会ったときの極めて「戦術的」言葉であっ

たと考えられる。当時の野蛮な時代であって、決済

手段である、金、銅をもっていた彼らは当然、賊に

狙われもしたであろう。「大明を輔車とし、日域とは

唇歯の仲」とした居丈高な紋所だけでなく、「イチャ

リバチョーデー」という同じ目線での考え方を示し

たほうが交易をスムーズに運ぶには適していたので

あろう。

従ってウチナーンチュ大会で「帰ってくる」とい

うことは里帰りのようなものとして自然な気持ちで

多くの県民にも受け止められる。

これに対し、その多くが貧しい稲作農家であった

本土からの移住者は、「稲作の生産様式から離脱す

る、いわゆる集団的稲作社会からスピンアウトす

る」ような気持ちであった。従って、出て行くもの

に対しては、もう戻る場所はないよ、ということで

「郷に入らば郷に従え」という考え方が、「イチャリバ

チョーデー」に対比されるメンタル特性ではないか

と考えられる。特に日常生活に「海」がない地域の

民が、海を越えて出て行くことは送り出す側も送ら

れる側も「もう戻れない」という気持ちを強くした。

このような考え方の差が沖縄県系人以外の日系人に

とって、「故郷に戻ってくる」ことの意義を見出しに

くい状況を作り出す。たとえば「世界の○○県人大

会」のような発想そのものが沖縄以外の県では困難

なのだ。

もう１つの顕著なメンタル特性がある。沖縄には

「幸は海の彼方から」とするニライカナイ（ユートピ

ア、桃源郷）思想がある。この思想も交易の民とし

て海の道を遥か彼方まで出かけていってアジアの

国々と交易した琉球の歴史と無縁とは思えない。即

ち、「神」「後生」「浄土」といった概念も沖縄のそれ

は「水平性」を帯びていると考えられる。これに対

して本土一般の神概念は「天孫降臨」が示すような

垂直方向がより強いのだろうと考えられる。本土の

場合、その地域から離れた人は、地域の守り神から

も無縁な存在とされるのだと考えられる。

今大会は、東日本大地震で被災した方々および観

光客にも席を準備した。私自身の近隣にもこの度の

震災で避難してきた東北の方がおり、開会式、閉会

式にお招きした。地元を去って遠く外国に居る同胞

をこのようにもてなすことに対して、新鮮な驚きと

感動を表した後、「自分たちの県では絶対に真似でき

ない」とポツリと言った。

世界のウチナーンチュにとって５年に１度、沖縄

に帰り「魂の栄養補給」をする意義は大きい。それ

はウチナーに居る我々にとっても同じ意味を持つも

のであってもらいたい。沖縄にしかないもの、沖縄

が醸成してきたものの中に未曾有の大震災で危機的

状況にある我が国を元気にする何かがある気がして

ならない。県が示した２１世紀のわが島の絵姿（ビ

ジョン）の一つは「交流と共生」である。無論、そ

れは沖縄が培ってきた諸々、即ちアイデンティ

ティーの上に築かれるべきものである。それは

ひょっとしたら戦後これまでの日本が見失いつつ

あって、沖縄が、世界のウチナーンチュも同様に

しっかりと維持してきたものである気がする。

　

Ⅳ　若者学生事務局の誕生……

　　ネクストステージへの期待
　

今回大会の目的の１つである「県民との交流」と

いう尺度からは大成功であったと述べた。もう一つ

の大会目的は「アイデンティティー、ウチナーネッ

トワークの次世代への継承」である。

この視点からも今大会は大成功であった。

セルラー那覇に移したことによる成功が量的な意

味の成功とすれば、昨年から実行委員会事務局に

「若者事務局」ができ、彼らが独自に次世代の若者で

大会期間に国際会議を持ち、知事宛に提言をしたと

いうことが、質的な意味での成功といえよう。

実は「ネットワークの次世代への継承」と言う考

えは第３回大会の途中から意識されだした。その頃

から各国の沖縄県人会の共通の悩みは、若者の県人
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会離れであり、ジュニアスタディーツアーはこの課

題に答えるべく第３回大会から始まった。海外の移

住者子弟を沖縄に招き、沖縄の歴史、文化、自然を

学んで次世代のウチナーネットワークを担ってもら

おうとする趣旨で、３回大会以降１０回を数える。４

回大会は次世代への継承を大会目的としてもっと色

濃く打ち出し、成果として「ホストファミリーバン

ク」が創設され、ジュニアスタディーツアーに県内

若者のアウトバウンドを加え、海外の若者と沖縄の

若者を双方向で往来させてきた。

このような県事業を経験した若者と従来からの移

住者子弟留学生或いは技術研修員として沖縄を経験

した海外のウチナー系若者を併せると約１千名に達

する。県人会でも活躍しだしている彼らは近年始

まった「ニーセーターツアー」（ジュニアスタディツ

アー南米版）をサポートし、ウチナーアイデンティ

ティーをベースとした交流を始めている。

一方、県内の若者には、「ウチナーンチュ大会」「ウ

チナーネットワーク」といった問題認識は殆どない

状態であった。無理からぬ理由がある。沖縄の若者

たちは自らの地域の歴史を教えられてはこなかっ

た。その彼らが若者事務局を組織し年度当初から

「次世代プロジェクト」と称し、議論を始めた。本県

の移住の歴史から勉強しだした彼らが、次世代とし

て継ぐべき「ウチナーネットワーク」の本質を理解

するのにさほどの時間は要しなかった。実にパワフ

ルにしてハートフルな若者の集団が誕生した。事務

局長として率いてきた玉元三奈美さんが屈託のない

笑顔で言った、「ウチナーンチュと言うと世界中の若

者がフェイスブック上でどんどん引っ付いてくるん

ですよ」と。この事象が彼らにとっては実に新鮮で

あった。なぜかくも「ウチナーンチュ」に引っ付い

てくるのか？その理由が先祖から引き継いだ「チム

グクル」にあるのだという理解にいたった今年の夏、

彼らは大きくジャンプアップした。

「ウチナーンチュ」をキーワード（＝テーマ）に世

界中の若者が「フェースブック」で繋がりだした。そ

の繋がった彼らが今回の大会で「若者国際会議」を

開催した。集まったのは南米４か国、アメリカ、ハ

ワイ、イギリスの代表、フロアも含めると約１００名の

世界の若者会議となった。

知事宛に以下の提言を行った。要約し、紹介する。

�何百万人の先人達の想いを引き継ぎ、残してい

きたい！

�ウチナーンチュのチムグクルで世界を平和に！

　今の沖縄は先人が苦労や困難を乗り越えてき

たからこそある。そのことによって結ばれた心

を若い世代が引き継ぎ、沖縄と世界で素晴らし

い花を咲かせる。そして第６回大会で、ウチ

ナーグチ世界大会、カチャーシー・ハーリー大

会、ウチナーフィルムフェスティバル等を実施

するため各国持ち回りで「若者ウチナーンチュ

大会」を毎年開催することとしている。

彼らは年明け早々、その１回目を先述のニーセー

ターツアーが行われたブラジルで開催した。

「琉球ストンプ」も世界のウチナーンチュ若者を繋

ぐ強力アイテムである。本来は、リズムを身近なド

ラム缶、ブリキ缶、テーブル、椅子etc．をスラップ

して、これに併せて地面を踏みつけて踊る。琉球ス

トンプは自らの体をスラップし、その痛みを沖縄か

らの移住者の労苦として若者同士で共有しながら踊

るというものである。琉球ペルーストンプ、琉球ア

ルゼンチンストンプ、琉球ブラジルストンプ、……

それぞれの琉球ストンプがその国々の若者によって

振付けられ生み出されていくという。彼らのクリエ

イティビティーに感嘆する。ウチナーンチュのアイ

デンティティーを培うのは何も唄、踊り、太鼓、三

線、ウチナーグチ等に代表される伝統芸能だけでは

ないのだ。これからの若者のウチナーンチュとして

のチムグクルはこのような全く違う形でも育まれて

いくのだ。６回大会までの琉球ストンプの進化が楽

しみである。

今回はまた、海外からの招待に初めて「次世代代

表」が加えられた。従来の海外招待者である県人会

長、海外功労者、新ウチナー民間大使に加え、次世

代代表１０名が招待された。ウチナーネットワークを

継承してもらいたいとの願いからであった。

どうやら世界のウチナーンチュ大会は５回目にし

て確実に新たなステージに移ったようだ。県が２１世

紀ビジョンに示した「交流と共生の島」のイメージ

は、これらの若者の活動によってより鮮明さを増し

て行くように思える。

大会期間中の県人会長、民間大使会議でも次世代

の人材育成に向け１００億円の「万国津梁基金」の創設

が提言され、若者たちのこのような活動を後押しし

た。開会式、閉会式の感動を世界のウチナーンチュ

と共有した県民の意識にも大きな変化が起こりつつ

ある。世界に４０万人にいたった沖縄県系人を財産と

して生かすことの認識が生まれた。

基金額の１００億というのはさておき、基金という

考え方は重要に思える。県からのまとまった初期投

資と併せて民間からの資金も期待できる状況が生ま

れた。県内では大学、高校、国際交流機関、企業等

様々な組織が「国際交流」を目的として留学生の送
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り出し、受け入れを行っている。これらを検証しボ

リュームアップするも良し、立ち上がった若者事務

局による「若者ウチナーンチュ大会」をサポートす

るも良し、アミークスに「移住者子弟枠」を設け、

これを支援するも良い、各県人会にエイサー指導員

を派遣するのも良かろう。エイサーのリズムと太鼓

の音色は、県人会に全く興味を示さなかった青年の

遺伝子を俄かに震わせ、エイサーから県人会に接近

する若者が多くなっている。

かってアジアの国々に「レキオス」と呼ばれた我

らが先人は、時を経て今、「世界のウチナーンチュ」

と呼ばれ、当時の国家経営理念とも言うべき「万国

津梁」は今、版図を大きく広げ「世界のウチナーネッ

トワーク」として現代に蘇った。

先述のように、海外県系人のエネルギーをこのよ

うな形で施策に位置づけうるのは、本県のみであ

る。そうさせるウチナーンチュのチムグクルが我が

国にとっても意味を持ち、これからのわが国に更に

元気を与えられればと期待する。

Ⅸ　

資　
料　
編
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１　世界のウチナーンチュ分布図
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２　第５回世界のウチナーンチュ大会参加者数
　第５回大会の参加者数は次のとおりとなっている。海外からは世界２４カ国、３地域から５，３１７名、招待した

国内参加者２，０４６名を合わせて７，３６３名が参加した。海外からの参加者数を国別で見ると、多い順にアメリカ

合衆国、ブラジル、ペルー、アルゼンチン、カナダ・・・となっている。

　また、グアテマラ、カンボジアから初めての参加があった。今大会で特筆すべきは、ブラジルが前大会の

２倍以上の人数、１，２１５名の参加であろう。

　参加者数の大州別内訳は、北米６割、中南米２割、アジア・ヨーロッパ・アフリカ・オセアニア等１割、

国内１割となっている。

参加者数
国（地域）名大　州　別

参加者数
国（地域）名大　州　別

第５回大会前回大会第５回大会前回大会
２６１３フランス

ヨ
ー
ロ
ッ
パ海　

　

外　
（
一
般
）

１，２１５４３６ブラジル

中 南 米

海　
　

外　
（
一
般
）

２２９イギリス２７６１６０アルゼンチン
１１スウェーデン５４３５ボリビア
１０イタリア３４５２９５ペルー
４４ドイツ２４ベネズエラ
５４２７ヨーロッパ合計３６４０メキシコ
３６ザンビアアフリカ０５キューバ
１０５オーストラリアオ

セ
ア
ニ
ア

２グアテマラ
１１ニュージーランド１，９３０９７５中南米合計
５６４ニューカレドニア２，９６１２，８８６アメリカ合衆国

北 米
６７１０オセアニア合計うちハワイうちハワイ

５５事務局直受
未 確 認

（１，０６３）（１，１０１）
２００当日受付者１６４１３２カナダ
２５５未確認合計３，１２５３，０１８北米合計

５，３１７４，３９３合計海　　外５８３５フィリピン

ア ジ ア

７５０５４４主に県人会等
国　　内
（県外）

５０シンガポール

１，２９６観光客
（開会式：４１７人、閉会式：８７９人）

１４１５タイ
０１ネパール

２，０４６５４４合　　計３２マレーシア

７，３６３４，９３７海外　＋　国内（県外）
２９４中国
１９１０香港

※２４カ国、３地域【メキシコは中南米に含めた。３地域（香港、
ニューカレドニア・台湾）】 

※初参加（グアテマラ、カンボジア） 
※前回参加で今回不参加（キューバ、ネパール） 
※カンボジアは平和祈念資料館研修生が参加

３３台湾
４カンボジア
３０ベトナム

１３８７０アジア合計

大陸別参加者数 

中南米 

北米 

アジア 

ヨーロッパ 

アフリカ 

オセアニア 

国内 

7,363名 

中南米 
1,930名 
　（26％） 

　国内 
 2,046名 
（28％）　 

アジア 138名（2％） 

ヨーロッパ 
54名（1％） 

アフリカ 
3名（0％） 

オセアニア 
67名（1％） 

北米 
3,125名（42％） 

北米 
3,125名（42％） 
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■世界のウチナーンチュ大会国別・県人会別参加者数（海外＋国内） 平成２３年１０月３１日現在

第５回大会第４回
大　会

第３回
大　会

第２回
大　会

第１回
大　会県 人 会 名国・地域名諸　国区分

（５９）１，０３７４３６３７７７１５７８８ブラジル県人会
ブラジル

中南米

一

般

参

加

者

海

外

１１７２８カンポグランデ沖縄県人会

（１３）２６３１６０２２６１９６１５９在亜沖縄県人連合会

（６）２５３５５４６０９２ボリビア沖縄県人会アルゼンチン

２２沖縄日本ボリビア協会ボリビア

（２９）３１６２９５３３９６９２４７１ペルー沖縄県人会

００２５国内在住分

１４０２１ベネズエラ沖縄県人会ペルー

（２）３４４０９０２８１２メキシコ沖縄県人会

０５１０キューバ沖縄友好協会ベネズエラ

（２）グアマテラメキシコ

００１南米その他キューバ

１，９２６９７５１，１４９１，６９４１，５２３中南米合計

５２４０１４４８１８ニューヨーク沖縄県人会

アメリカ合衆国北　米

１６２３１８米国東海岸沖縄県人会

１０４７８６２３９２１ワシントンＤＣ沖縄会

１１９９３５５１７１６ワシントン州沖縄県人クラブ

９１３メリーランド州沖米沖縄県人会

５６６３６１２７１５シカゴ沖縄県人会

３４９５７３８９１７アトランタ沖縄県人会

１６０１５８５１２５６１７５北米沖縄県人会

１５２サンフランシスコ沖縄県人会

１０１１１３１６１３サンディエゴ沖縄県人会

３３５４７４３９１９サクラメント沖縄県人会

（８）１，０５７１，１０１６８１７２７３８６ハワイ沖縄連合会

０ハワイに含む８５マウイ沖縄県人会

１１１６４３２３６３４グアム沖縄県人会

５４７３８３７５１ジャクソンビル沖縄県人会

６３４７５８フェイエットビル沖縄県人会

２０４８４２５１ユタ州沖縄県人会

８２０２６１０１０アラスカ沖縄県人会

４３３７３０オハイオ沖縄友の会

０１１中西部沖縄県人会（シカゴイリノイ州）

４７２２フロリダタンパベイ沖縄県人会　０３設立

１９２１１１フロリダ沖縄県人会（かじまる会）

３３２３２６ペンサコーラ沖縄県人会

４８５インディアナ沖縄県人会

１６１３２４ニューメキシコ沖縄県人会

３３３２２４コロラド州沖縄県人会クラブ

５１７９トーソンアリゾナ県人会

２０セントルイス沖縄県人会

８３８９ＤＦＷ沖縄県人会

２６２８８沖縄友の会（テキサス）

５フェニックス沖縄県人会

９カンザス沖縄県人会

１１ヒューストン沖縄県人会

２１３０ミシガン沖縄県人会

２３ミシガン沖縄県人会ちむぐくるの会

１８ラスベガス沖縄県人会

169

※アメリカ合衆国のその他は、旅行社を通して受付した参加者数である。

５８３５２５３７３１フィリピン沖縄県人会フィリピン

ア

ジ

ア一　

般　

参　

加　

者

海　
　
　
　
　
　

外

５０１３星流会シンガポール

１４１５１２８タイ国沖縄県人会タイ

０１ネパール

３２３４マレーシア沖縄会マレーシア

０００２ジャカルタ沖縄会インドネシア

１２０２５福建省沖縄県人会

中華人民共和国 １２４上海沖縄県人会

４大連沖縄県人会

１９１０１０１７８香港沖縄県人うりずん会香港（特別行政区）

３３９６１台湾在住沖縄県人会台湾

（４）カンボジア

（３）０１ベトナム沖縄県人会ベトナム

７０６２８３４０アジア合計

（９）１４１３１６３７フランス沖縄県人会フランス

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

２２９４４１イギリス沖縄県人会イギリス

１０１１イタリアイタリア

００００１１スペイン沖縄県人会

スペイン ００００３カナリー沖縄県人会

００１ラスパルマス沖縄会

１１１１１スウェーデンウチナーンチュ会スウェーデン

（１）３４１２１ドイツ沖縄県人会ドイツ

００１１１スイス沖縄県人会スイス

５１ ２７２３１３２６ヨーロッパ合計

３６９３２ザンビア沖縄県人会ザンビア
アフリカ

３６９３２アフリカ合計

１０５０２シドニー沖縄県人会オー ストラリアオ
セ
ア
ニ
ア

１１ニュージーランドニュージーランド

５５４ニューカレドニア

６６１００２オセアニア合計

０５５事務局直受
不　

明

１４３２５２１７その他の参加者（海外特別招待者等）

０２００当日受付者

０２８７５２１０７不明合計

５，３１７４，３９３４，０２５３，４０９２，３９７海 外 合 計

第５回大会第４回
大　会

第３回
大　会

第２回
大　会

第１回
大　会県 人 会 名国・地域名諸　国区分

４スペイスコート沖縄県人会ゆいまーる

アメリカ合衆国

北　米

一

般

参

加

海

外

５４ジョージア琉球郷友会

１１サウスジョージア沖縄クラブ

８アラバマ沖縄県人会

８ニューオリンズ

２９かりゆし沖縄ダラステキサス

６ファンオキ

（１１３）２８５４２９５００３３８その他

２，９５６２，８８６２，１５３１，５８０７６８アメリカ合計

（３）６７５３６１１５８バンクーバー沖縄県友愛会

カ　ナ　ダ

１６４１２３２カルガリー沖縄県人会

５４４６２０５９レスブリッジ沖縄県人会

２４２９１５１１１２トロント球陽会

１６４１３２１０８３４３１カナダ合計

３，１２０３，０１８２，２６１１，６１４７９９北米合計
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第５回大会第４回
大　会

第３回
大　会

第２回
大　会

第１回
大　会県 人 会 名国・地域名諸　国区分

４０６北海道沖縄クラブ

一

般

参

加

者
国　
　
　
　
　

内

００２宮城県沖縄県人会

２６２４３茨城県沖縄県人会

３栃木沖縄県人会

３２３０５０東京沖縄県人会

５０１３横浜市鶴見沖縄県人会

２千葉沖縄県人会

０４４川崎沖縄県人会

６０２愛知沖縄県人会

４４１２滋賀沖縄県人会

２３３２１京都沖縄県人会

６８７７９２大阪沖縄県人会連合会

１２１２５奈良沖縄県人会

９３７７７４沖縄県人会兵庫県本部

３１１１岐阜沖縄県人会

０１三重県沖縄県人会

３広島沖縄県人会

６福岡沖縄県人会

２熊本沖縄県人会

１３WUB東京

２１WUB関西

（３７３）４７WUB沖縄

１７５２２国内招待者（ＶＩＰ）

１１５９８県内招待者（ＶＩＰ）

２５１７美ら島沖縄大使

２１１２５国内一般招待者

１９９１４１県内一般招待者

１，２９６ 観光客（開会式：４１７人、閉会式：８７９人）

７ワールド学生会議参加者

２，０４６５４４３００５１３９８６国 内 合 計

７，３６３４，９３７４，３２５３，９２２３，３８３合　計（海外＋国内）

※（　）書きは県人会に所属していない参加者数で外数

※招待状の送付者数です。

招待者数内訳（海外・国内・県内）

計県　内国　内海　外区　分

１５３名０名１名１５２名特別招待者

２７３名１５２名６５名５６名V I P 招待者

９９３名３８０名１８９名４２４名一般招待者

１，４１９名５３２名２５５名６３２名計
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　世界のウチナーンチュ大会は、第１回大会が平成２年に開催されてから、概ね５年ごとに開催されおり、

第２回大会（平成７年）、第３回大会（平成１３年）、第４回大会（平成１８年）と参加人数も増えており、今大

会である第５回大会（平成２３年）はこれまでで最多となる７，３６３名の参加者を迎えることができた。
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　海外からの参加者数を大州別で見てみると、北米の参加者は年々増加しており、第３回大会では中南米を

抜き、第４回大会から３千人を超える参加者である。第５回大会の特徴は、中南米、特にブラジルから過去

最高の参加があり、２千人に達する勢いであった。
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４　特別招待者一覧
　特別招待者として、将来のウチナーネットワークの担い手となる次世代代表１０名（うち欠席１名）、海外功

労者１３名（うち１名欠席）、新ウチナー民間大使３８名【内訳：第５回大会認証１０名（うち２名欠席）、前回大

会後認証２８名（うち１２名欠席））、海外県人会の会長８５名（うち欠席１４名）の合計１４６名（重複４名含む）を実

行委員会会長が決定し、出席者（１３０名、代理出席含む）について旅費の一部を負担した。（敬省略）

●国名：アルゼンチン共和国

アルゼンチン祭り太鼓の立ち上げメンバーであ
り、沖縄県人移民１００周年式典まつり太鼓総括
責任者等も務め、祭り太鼓の発展、継承に多大
なる貢献をしている。

エレベーター
管理会責任者

 瀬  底 　ギジェルモ
せ そこ

������

●国名：ブラジル連邦共和国
活 動・経 歴 等職　　業氏　　　名

元沖縄県立芸術大学留学生（琉球音楽専攻）
県人会でのイベント、特に芸能講演における司
会者として活躍し、今後も日伯両語を駆使し活
躍が期待される。

社長秘書 座  嘉  比  　  利  代  子 　シモネ
ざ か び 　 り よ こ

県費留学生・市町村研修生ＯＢ会「うりずん」会長
として沖縄文化、体験談を紹介し、沖縄との交流推
進に力を注いでいる。
野村流古典音楽協会ブラジル支部会員、在ブラジ
ル斉藤悟琉舞道場にて研修するなど取り組んでいる。

バイオテクノ
ロジー研究者

 松堂 　マルセロ　 忠 　 永 
まつどう ちゅう えい

●国名：ペルー共和国

ペルー北谷町人会元副会長、会長、ペルー沖縄
県人会施設管理者、ペルー沖縄県人会貯蓄相互
共同組合副会長等を務め、若い世代のリーダー
として県人会活動に取り組んでいる。

建築士
 宮  城 　 津  河  山 
みや ぎ つ か やま

ハイメ・アントニオ

●国名：ボリビア共和国

ボリビア・沖縄村第一青年部元会長、元秘書、
琉球國祭り太鼓・ボリビア支部元副会長、会長
等を務め、若い世代のリーダ－として県人会活
動に取り組んでいる。

インテリア
コーディネーター

 池原 　
いけはら

 五月 
さ つ き

●国名：アメリカ合衆国

県人会の青年リーダーとして副会長、幹事書記
を務め、ジュニアスタディーツアーの引率を行
うなど、県人会プログラム運営にも積極的に活
動している。

幼稚園教師 稲福 　 紀  子 
いなふく のり こ

琉球国祭り太鼓テキサス支部副部長として、精力的に
舞台活動やメンバーの指導にあたっている。沖縄やエ
イサーに対する思い入れは強く、ウチナーンチュとして
のアイデンティティを常に持ちながら、エイサーを通し
沖縄と現地との架け橋として期待される。

学生グラムコウ　 樹 　
いつき
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活 動・経 歴 等職　　業氏　　　名

元琉球國祭り太鼓ＵＳＡアラバマ支部長、各地
域で太鼓演舞、三線演奏し沖縄を紹介し、地域
と密着した活動を継続している。アトランワシ
ントンＤＣ桜祭りやアトランタジャパンフェス
ティバルなどにて演舞を行い活躍している。

会社員なつき　マーシュ

県人会理事、会計監査、各種イベント（ピクニッ
ク、カジマヤ－高齢者クラブなど）に係る責任者
など１３年間県人会へのボランティアとして大変
貢献している。

公認会計士 山内 　 浩 　
やまうち ひろし

●国名：フィリピン共和国

県人会の３世グループに対するセミナー等企画を
積極的に始め、概念化、組織化に貢献している。ま
た、フィリピン県人会報の編集責任者を務めるとと
もに、県人会社会貢献活動の先頭に立ちクリーン
アップ登山、ストリートキッズ等に取り組んでいる。

大学職員クリスティーナ・ウマリ

●国名：アルゼンチン共和国

県人会理事１０年務めるとともに、会計や移民
１００周年式典実行委員、沖縄祭り準備委員等を
歴任している。また、アルゼンチンと沖縄の相
互理解を目的としたイベントにも毎回協力的に
参加し、沖縄の紹介に尽力している。

自営業 平  良 　ファンカルロス
たい ら

●国名：ペルー共和国

ペルー日系人協会広報部長、文化部長を務める
とともに、新ウチナー民間大使として地方への
文化事業キャラバンを実施し、活躍している。

自営業ヤマシロ　ホルヘ　アキラ

リマ市チョリヨス区長を４期１３年間務めるとと
もに、ベスト市長賞やペルー国外務省からの叙
勲など、県系人社会及び在住国の発展に貢献し
ている。

工　業
エンジニア

ミヤシロ　ヤマシロ
アウグスト

������

●国名：ブラジル連邦共和国

県人会本部役員として３０年余り活動し、理事、
副会長等を歴任した。また、新ウチナー民間大
使及びWUB会員として様々な活動に取り組ん
でいる。

弁護士 田  場 　ジョルジ
た ば

大学教授として勤務するかたわら沖縄県人会の
役員として、理事３期６年、副会長３期６年、
ジャバクワラ支部長、沖縄文化センター副会長
等を務める。また、琉球民謡愛好者であり保存
会員としても活躍している。

大学教授 崎  間 　 達  夫 
さき ま たつ お
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●国名：ボリビア共和国
活 動・経 歴 等職　　業氏　　　名

「コロニア・オキナワ連合婦人会」初代会長。
長年にわたりオキナワ第２移住地「ヌエバ・エスペ
ランサ小中学校」の日本語部長を歴任し、教育を通
じて移住地内、地域ボリビア社会に日系人として
伝統文化、公徳習慣を定着させ、コミュニティの発
展と日本文化の継承に寄与している。

－ 山城 　 徳  子 
やましろ のり こ

●国名：アメリカ合衆国

２００３年以降４期に渡り県人会長を務め、ウチナー
ンチュだけでなく、他府県やアメリカ社会でも、沖
縄に関心がある者には沖縄の文化を紹介し、全面
的にサポートしている。また、近隣県人会の新春
会、祝賀会等で空手、琉球舞踊等を披露し、指導も
行っている。

－ 定  子 　 与  那  覇 　トゥーシー
てい こ よ な は

元県人会長、南加県人会協議会会長。「ウチナーグ
チ教室」、「高齢者クラブ」の開設、図書館設立にも
貢献するなど、日系社会の発展に貢献している。
また、「ハイサイ沖縄」というラジオ番組をしてお
り、日系人視聴者にも喜ばれている。

－ 比  嘉 　 朝儀 
ひ が ちょうぎ

宮城流能松琉舞の教師として沖縄芸能の普及伝
承に貢献し、県人会当初より顧問的存在とし
て、フェイエットビル及びジャクソンビル両県
人会の運営・活動に活躍している。

琉球舞踊教師 
宮城琉能松会

理事
バーカー　 上村 　 多  美  子 

うえむら た み こ

元県人会会長、オキナワン・フェスティバル委
員長、県人会の土地開発事業（ハワイ沖縄プラ
ザ）の委員長、ハワイ日系人連合協会理事等を
歴任し活躍した。

コミュニティ
ボランティア

 玉  城 　ジョージ　 太  郎 
たま き た ろう

●国名：フランス

沖縄小林流空手道王修会会長や琉球新報社の通
信員を務め、沖縄の伝統空手を通し、沖縄独自
の文化や伝統という遺産を継承するために健闘
している。

沖縄小林流
空手道王修会

会長
 知  念 　 賢祐 
ち ねん けんゆう

●国名：カナダ

県人会発足以来１０期２５年にわたり会計、監査役を
歴任。また、県人会での芸能啓蒙を通じ若者達の
育成に献身的に貢献するとともに、北部農林高校
カナダ研修の農業実習体験のホームステイ事業の
主宰として１３年間、約１００名程の学生等に体験実習
指導を行っている。

－ 浦崎 　 直清 
うらさき なおきよ

県人会長、南風原町ホームステイに対して積極
的に協力し、これまでに約７０名を受け入れを
行ったり、レスブリッジ市にも協力をお願いし、
教育会の働きで中学校との交流を図り、２００３年
に南風原町と友好都市の締結に尽力した。

沖縄剛泊会
カナダ支部
空手道場経営

 金 　 城 　 嘉孝 
きん じょう よしたか
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　海外沖縄県人会（カナダ沖縄県人連合会を除く）の８５県人会長を特別招待者として決定し、うち、うち代

理出席を含む７１名が出席した。

　

■「海から豚がやってきた！」関連特別招待者

１：エバン　ウエズ　　　　氏　【上江洲易男（うえず　やすお）氏の孫】

２：糸村　ジョーン　昌一　氏　【島袋　眞栄（しまぶくろ　しんえい）氏の孫】

３：キース　トナキ　　　　氏　【渡名喜元美（となき　げんび）氏の甥）】

４：ナリサ　ウエハラ　　　氏　【宮里　昌平（みやざと　しょうへい）氏のひ孫】

　　　安慶名良信（あげな　りょうしん）氏

　※　仲間　牛吉（なかま　うしきち）氏

　　　山城　義雄（やましろ　よしお）氏

　　　上記３氏の御子息の方は欠席
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name名　　　前地　域国　名No

Futaba Sueyoshi末吉　二葉香港中国１

Senjun Yagi屋宜　宣順南米アルゼンチン２

Jorge Joji Tamashiro玉城　ジョルジェ　諚二南米ブラジル３

Fernando Yoshinobu Nakasoneフェルナンド　吉修　仲宗根南米ペルー４

Toru Higa比嘉　徹南米ボリビア５

Akiko Kakazu賀数　章子ワシントンDCアメリカ６

Yuko Yamauchi山内　優子カリフォルニア州アメリカ７

Tamlyn Tomitaタムリン・トミタカリフォルニア州アメリカ８

Masaharu Kinjyo金城　雅春北米カナダ９

Emiko Morita森田恵美子欧州イギリス１０

（２）第４大会後認証者（２８名）

name名　　　前地　域国　名No

Yasokichi Konishiki小錦　八十吉日本日本１

Thomas M Corraoトーマス　コラオイリノイ州アメリカ２

Thomas Pressleyトーマス　プレスリーイリノイ州アメリカ３

Shigeko Yamauchi山内　繁子カリフォルニア州アメリカ４

Saeko Higa-Dickinson比嘉佐恵子　ディッキンソンカリフォルニア州アメリカ５

Bradley Willcoxブラッドリー　ウィルコックスハワイ州アメリカ６

Michelle Miyori Parnisミシェル　ミヨリ　パーニスメリーランド州アメリカ７

Davies Chinen Mitsukoデイビーズ　知念　光子ユタ州アメリカ８

Kengo Miyagi宮城　健吾ボローニャイタリア９

Makiko Wongウォング　真紀子シドニーオーストラリア１０

Noboru Iromoto色本　信夫トロントカナダ１１

Kiyomi Torres Gonzalezキヨミ　トーレス　ゴンザレスキューバ１２

Julieta Fonte Ihaフォンテ　イハ　フリエタキューバ１３

Hideto Heshiki平敷　秀人スイス１４

Kleemntis Ladislavクレメンティス　ラディスラブスロバキア１５

Estela Alejo Adolfoエステラ　アリエホ　アドルホフィリピン１６

Maria Corazon Evangelio Acerdenマリア　コラソン　エバンヘリョオ　アセルデンフィリピン１７

Chuken Matsudo松堂　忠顕ブラジル　１８

Kazuo Miyagi宮城　和男ボリビア１９

Hidehiko Sakihara崎浜　秀彦上海中国２０

Tomofumi Yamashiro山城　智史天津中国２１

Michael Rungeマイケル　ランジロンドンイギリス２２

Jake Skillmanジェイク　スキルマンインディアナ州アメリカ２３

Perry Barnettペリー・バーネットワシントン州アメリカ２４

Satoru Oshiro大城　悟メキシコ２５

Jorge Arturo Harrera Ardavinホルヘ　アルトゥロ　エレラ　アルダヴィングアテマラ２６

Zenkuro Auguste Jean Pierreオグスト　ジャンピエール　ゼンクロニューカレドニア２７

Marie-Jose Takamoune-Michelマリージョゼ　タカムネ　ミッシェルニューカレドニア２８

（１）第５回大会認証者（１０名）
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５　新ウチナー民間大使名簿
　平成２年８月、世界各地で活躍するウチナーンチュのネットワークづくりの先駆けとなることを目指し

「第１回世界のウチナーンチュ大会」の開催を契機に、県ではウチナー民間大使制度を創設し、４９６名を認証

してきたが、平成１６年度の制度改正を機に、新たに「新ウチナー民間大使制度」をスタートした。

　新ウチナー民間大使制度では、これまであった定員や任期を廃止し、発足時からこれまでのウチナー民間

大使を改めて認証していくとともに、主に海外で活躍し、沖縄との交流の架け橋となりうる者については、

新たに「新ウチナー民間大使」として随時認証していく方針としている。

　第５回世界のウチナーンチュ大会を機に１０名を新たに認証し、平成２３年１０月現在、新認証者を含めて２３０名

の新ウチナー民間大使が認証されている。

name名　　　前地　域国　名No

Roger Knueppelロジャー　クニッパーアラスカ州アメリカ１

Russell Wakugami Kazukoラッセル　湧上　和子アラバマ州アメリカ２

Jake Skillmanジェイク　スキルマンインディアナ州アメリカ　３

Thomas M Corraoトーマス　コラオイリノイ州アメリカ４

Thomas Pressleyトーマス　プレスリーイリノイ州アメリカ５

Sandra Ikuko Nichols郁子ニコルスイリノイ州アメリカ６

Yoko Sanderlin洋子　サンダリンイリノイ州アメリカ７

Gong Ping Yeh葉　恭平イリノイ州アメリカ８

Wesley Ueunten上運天 ウェスリーカリフォルニア州アメリカ９

Sumiko A.Kingキング　安里　澄子カリフォルニア州アメリカ１０

Dave Robertsデーブ　ロバーツカリフォルニア州アメリカ１１

Hellen Mieco Shimaneヘーレン　ミエコ　島根カリフォルニア州アメリカ１２

Ely Julian伊利　寿里庵 （イーリィ　ジュリアン）カリフォルニア州アメリカ１３

Masayuki Kishimoto岸本　正之カリフォルニア州アメリカ１４

Shigeko Yamauchi山内　繁子カリフォルニア州アメリカ１５

Ohara Kay小原　恵カリフォルニア州アメリカ１６

Tamiko Uyehara上原　民子カリフォルニア州アメリカ１７

Michelle Ai Tawada多和田　ミッシェル　真愛カリフォルニア州アメリカ１８

Tome Sadao当銘　貞夫カリフォルニア州アメリカ１９

Sadao Tome当銘　由洋カリフォルニア州アメリカ２０

Tokunaga-Tengan Aiko徳永　天願　愛子カリフォルニア州アメリカ２１

Chogi Higa比嘉　朝儀カリフォルニア州アメリカ２２

Saeko Higa-Dickinson比嘉佐恵子　ディッキンソンカリフォルニア州アメリカ２３

Fujiko Dandoy富士子　ダンドィカリフォルニア州アメリカ２４

Tomoko Makishi牧志　智子カリフォルニア州アメリカ２５

Yuko Yamauchi山内　優子カリフォルニア州アメリカ２６

Tamlyn Tomitaタムリン・トミタカリフォルニア州アメリカ２７

Uehara Satoru宇栄原　覚コロラド州アメリカ２８

Keiko Kinjo Fenglerフェングラー　金城　恵子ジョージア州アメリカ２９

Kayoko Takaesu Lewisルイス　高江洲　佳代子ジョージア州アメリカ３０

Miyazato Yaeko宮里　八重子　ニューメキシコ州アメリカ３１

Sato Shankles里　シャンコーズ　ニューメキシコ州アメリカ３２

Teiko Tursiてい子　トゥーシーニューヨーク州アメリカ３３

Yuriko Riki Ito伊藤　リキニューヨーク州アメリカ３４

Higa Teruyuki比嘉　照行ニューヨーク州アメリカ３５

Yoshiharu Higa比嘉　良治ニューヨーク州アメリカ３６

Ochiai Saburo落合　三郎ニューヨーク州アメリカ３７

Lawrence Nakada Sumikoローレンス仲田スミ子ノースカロライナ州アメリカ３８

Tsuruko Wild高江洲　つる子　ワイルドノースカロライナ州アメリカ３９

Naoko Fenwick　Kishimoto直子　フェンウィク　岸本ノースカロライナ州アメリカ４０
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name名　　　前地　域国　名No

Isac Ken Hokamaアイザック　健　外間ハワイ州アメリカ４１

Alfred Yama Kinaアルフレッド　喜納 山ハワイ州アメリカ４２

Yeiko Tony Arakakiエイコウ　新垣ハワイ州アメリカ４３

Edward Masayuki Kubaエドワード　政行　久場ハワイ州アメリカ４４

Kenneth Seiichi Kiyabu喜屋武　ケネッス　セイイチハワイ州アメリカ４５

Jake Shimabukuroジェイク　シマブクロハワイ州アメリカ４６

Jane Fujie Serikakuジェーン藤枝　勢理客ハワイ州アメリカ４７

John Yuuki Tasatoジョン　田里　友起ハワイ州アメリカ４８

Dorothy Shiroma Hoeドロシー シロマ ホハワイ州アメリカ４９

Bonnie Naomi Miyashiroバーニ　直美　宮城ハワイ州アメリカ５０

Bradley Willcoxブラッドリー　ウィルコックスハワイ州アメリカ５１

Robert T, Nakasoneロバート　敏夫　仲宗根ハワイ州アメリカ５２

Kaneshiro Mamoru金城　護ハワイ州アメリカ５３

Takamine Stanley Masaaki高嶺　スタンリー　正明ハワイ州アメリカ５４

Lynne Yoshiko Nakasone仲宗根　リーン　芳子ハワイ州アメリカ５５

Dr. Franklin Shoichiro Odoフランクリン　王堂　正一郎ハワイ州(ﾜｼﾝﾄﾝDC)アメリカ５６

Asako Hokumura Mortonモートン　保久村　朝子フロリダ州アメリカ５７

Rieko Hartsell利枝子　ハートセェルミシガン州アメリカ５８

Michelle Miyori Parnisミシェル　ミヨリ　パーニスメリーランド州アメリカ５９

Lee Kudaka Katsuko李　久高　勝子メリーランド州アメリカ６０

Davies Chinen Mitsukoデイビーズ　知念　光子ユタ州アメリカ６１

Seiko Miyara Okubo大久保　宮良　晴子ユタ州アメリカ６２

Perry Barnettペリー・バーネットワシントン州アメリカ６３

Betty Yeiko Tairaベティ　エイコ　タイラ　ワシントンD.C.アメリカ６４

David J.Boutcherデヴィッド　バウチャーワシントンD・Cアメリカ６５

Gary E. Williamsゲイリィ　ウィリアムワシントンＤＣアメリカ６６

Mayumi Foltaマユミ　フォルタワシントンＤＣアメリカ６７

Akira Suzuki鈴木　明ワシントンＤＣアメリカ６８

Akiko Kakazu賀数　章子ワシントンDCアメリカ６９

Judith Alejandra Kiyan喜屋武　ジュディアルゼンチン７０

Masaru Tamashiro玉城　勝アルゼンチン７１

Shoichi Tamashiro玉城　昌一アルゼンチン７２

Teiji Arakaki新垣　定二アルゼンチン７３

Kotoku Shinzato新里　孝徳アルゼンチン７４

Shinzato Hiroshi新里　浩アルゼンチン７５

Shinichi Shinzato新里　真一アルゼンチン７６

Roberto Yagen Nakamatsu仲松　ロベルトアルゼンチン７７

Carlos Eugenio Toyama当山　カルロス　エウヘニオアルゼンチン７８

Higa Santiago比嘉　サンディアゴアルゼンチン７９

Komesu Seibun米須　清文アルゼンチン８０

Roberto Juan Agarie東江　ロベルトアルゼンチン８１

Senjun  Yagi屋宜　宣順アルゼンチン８２

Keiko Yamashiro山城　敬子イギリス８３

Eikoh Ishigaki石垣　栄康イギリス８４

Yoko Handハンド　洋子イギリス８５

Michael Rungeマイケル　ランジロンドンイギリス８６

Emiko Morita森田恵美子イギリス８７

Kengo Miyagi宮城　健吾ボローニャイタリア８８

Djaharry Dasdo Sargihジャハリ　ダスド　サラギインドネシア８９

Tsutomu Ota太田　勉ジャカルタインドネシア９０

Hiroko Kanemura Fischerフィッシャー　兼村　ヒロコキャンベラオーストラリア９１

Makiko Wongウォング　真紀子シドニーオーストラリア９２

Natsuki Teruya照屋　なつきシドニーオーストラリア９３
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name名　　　前地　域国　名No

Zen Takana高那　善英カルガリーカナダ９４

Yutaka Dick Sugama洲鎌　豊カルガリーカナダ９５

Tamikado Shigeru民門　繁カルガリーカナダ９６

Mutsunori Kanashiro金城　睦則トロントカナダ９７

Akira Kobasigawa小橋川　慧トロントカナダ９８

Nobuo Iromoto色本　信夫トロントカナダ９９

Hitomi Okuma奥間　ひとみバンクーバーカナダ１００

Michael M. Kayo嘉陽　宗弘バンクーバーカナダ１０１

Seiko Miyagi宮城　盛功バンクーバーカナダ１０２

Gushiken Koki具志堅　興暉バンクーバーカナダ１０３

Moriteru Oyama大山　盛照バンクーバーカナダ１０４

Masaharu Kinjyo金城　雅春カナダ１０５

Mitsue Kinjo金城　光江レスブリジカナダ１０６

Yoshitaka Kinjo金城　嘉孝レスブリッジカナダ１０７

Kiyomi Torres Gonzalezキヨミ トーレス ゴンザレスキューバ１０８

Julieta Fonte Ihaフォンテ イハ フリエタキューバ１０９

Jorge Arturo Herrera Ardavinホルヘ　アルトゥロ　エレラ　アルダヴィングアテマラ１１０

Morihiro Arasaki新崎　盛弘グアム１１１

Keiko Sakihara崎原　啓子コロンビア１１２

Hatsuko Takara高良　初子ザンビア１１３

Koichiro Toyama遠山　光一郎シンガポール１１４

Nancy Ong Siew Beeナンシー　ウォン　スー　ビーシンガポール１１５

Hideto Heshiki 平敷　秀人スイス１１６

Klementis Ladislavクレメンティス　ラディスラブスロバキア１１７

Katsuji Nakazawa中澤　勝次タイ１１８

Kumiko Hokama-Kischkatキシュカート　外間　久美子ドイツ１１９

Kyoko Dreher Nakamatsuドレーア　仲松　京子ドイツ１２０

Yukari Uchima-Hahnハーン　内間　ゆかりドイツ１２１

Riki Matsukawa松川　力ドイツ１２２

Michihiro Uehara上原　教弘ドイツ１２３

Satoshi Nakayama中山　聡ドイツ１２４

Zenkuro Auguste Jean Pierreオグスト　ジャンピエール　ゼンクロニューカレドニア１２５

Marie-Jose Takamoune-Michelマリージョゼ　タカムネ　ミッシェルニューカレドニア１２６

Rumiko Oyadomari親泊　留美子フィリピン１２７

Akemi Margarita Takayasu Umali明美　マルガリタ　高安　ウマリフィリピン１２８

Estela Alejo Adolfoエステラ　アリエホ　アドルホフィリピン１２９

Maria Corazon Evangelio Acerdenマリア　コラソン　エバンヘリョオ　アセルデンフィリピン１３０

Masakazu Kina喜納　政和フィンランド１３１

Afuso Hajime安富祖　元ブラジル１３２

Minoru Isagawa伊差川　実ブラジル１３３

Iha Koken伊波　興憲ブラジル１３４

Mario Shigueo Iramina伊良皆　シゲオ　マリオブラジル１３５

Mario Tsuyoshi Hokama外間　剛　マーリオブラジル１３６

Shigeru Miyagi宮城　滋ブラジル１３７

Pedro Shukaku Miyahira宮平　修革　ペードロブラジル１３８

Gushiken Kaoru具志堅　賀乙留ブラジル１３９

Goya Arashiro Harumi呉屋　新城　春美ブラジル１４０

Takayasu Hiroharu高安　宏治ブラジル１４１

Sakima Tatsuo崎間　達雄ブラジル１４２

Sadao Yamashiro山城　貞雄ブラジル１４３

Isamu Yamashiro山城　勇ブラジル１４４

Takeyoshi Teruya照屋　武吉ブラジル１４５

Kokei Uehara上原　幸啓ブラジル１４６
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name名　　　前地　域国　名No

Takeo Uehara上原　武夫ブラジル１４７

Ushitaro Kamiya神谷　牛太郎ブラジル１４８

Mieko Senaha瀬名波　美恵子ブラジル１４９

Mitsuo Nishime西銘　光男ブラジル１５０

Naoyoshi Akamine赤嶺　尚由ブラジル１５１

Ooya Pauro大屋　パウロブラジル１５２

Chibana Nobuko Rosana知花　信子　ロザナブラジル１５３

Chibana Yoshiharu知花　良治ブラジル１５４

Akira Chinen知念　明ブラジル１５５

Nakayoshi Kiyomori仲吉　清盛ブラジル１５６

Minoru Nakagawa仲川　實留ブラジル１５７

Junichi Nakamoto仲本　順一ブラジル１５８

Nagata Hirokazu長田　弘一ブラジル１５９

Tukazan Choshin津嘉山　朝信ブラジル１６０

Jorge Taba田場　ジョルヂブラジル１６１

Antoku Tomiyama富山　安徳ブラジル１６２

Joao Takashi Nakama名嘉真　隆　ジョンブラジル１６３

Yogui Akeo与儀　上原　昭雄ブラジル１６４

Yonamine Rubens与那嶺　ルーペンスブラジル１６５

Shinji Yonamine与那嶺　真次ブラジル１６６

Gushiken Hiroshi具志堅　弘南マットグロッソ州ブラジル１６７

Shiroma Valdir Shigueiro城間　ヴァルディル シゲイロ　南マットグロッソ州ブラジル１６８

Higa Toshio比嘉　敏夫南マットグロッソ州ブラジル１６９

Tamashigue Taira平良　玉茂南マットグロッソ州ブラジル１７０

Yasuo Shimabukuro島袋　安雄ブラジル　１７１

Chuken Matsudo  松堂　忠顕ブラジル　１７２

Jorge Joji Tamashiro玉城　ジョルジェ　諚二ブラジル１７３

Yuki Chinen Rubigoルビゴ　知念　祐紀フランス１７４

Kudaka Nayama Yasuko久高　中山　泰子フランス１７５

Kayo Soshiro嘉陽　宗四郎ベネズエラ１７６

Shinsuke Ishikawa石川　新助ベネズエラ１７７

Jaime Manuel Del Aguilaハイメ　マヌエル　デル　アギラペルー１７８

Augusto Hideo Teruya Irey伊禮　英夫ペルー１７９

Yagi Nobuyoshi Augusto屋宜　宣吉　アウグストペルー１８０

Nobuko Kadekaru嘉手苅　信子ペルー１８１

Ganaha German我那覇　ヘルマンペルー１８２

Beatriz Kiyan喜屋武　ベアトリスペルー１８３

Miyagi Haruko宮城　春子ペルー１８４

Enrique Miyazato宮里　裕　エンリケペルー１８５

Tamashiro Cesar玉城　セサルペルー１８６

Jaime Kanashiro金城　ハイメペルー１８７

Sakuda Kikuko佐久田　菊子ペルー１８８

Jorge Akira Yamashiro山城　ホルヘ　アキラペルー１８９

Doris Moromisato Miasato(Midori)諸見里　ドリスペルー１９０

Anken Moromizato諸見里　安憲ペルー１９１

Mayeshiro Gushiken Enrique真栄城　エンリケペルー１９２

Mitsuhiro Akamine赤嶺　光弘ペルー１９３

Francisca Chinen知念　フランシスカペルー１９４

Ikemiyagi Augusto池宮城　アウグストペルー１９５

Yukihiro Nakada仲田　幸弘ペルー１９６

Hiroshi Tsuhako津覇古 弘ペルー１９７

Tokumura Oscar徳村　オスカルペルー１９８

Higa Tsuneo Manuel比嘉　恒夫 マヌエルペルー１９９
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Yolanda Nako Kina名幸　ヨランダペルー２００

Fernando Yoshinobu Nakasoneフェルナンド 吉修 仲宗根ペルー２０１

Kazuo Miyagi 宮城　和男ボリビア２０２

Chinen Eiko知念　栄子ボリビア２０３

J.Kinjo Shimabukuro島袋　金丈ボリビア２０４

Tsugio Higa比嘉　次雄ボリビア２０５

Javier Guibu儀武　ハビエルボリビア２０６

Kinjo Genichi金城　原一ボリビア２０７

Toru Higa比嘉　徹ボリビア２０８

John K.Rajジョン　クナ　ラジマレーシア２０９

Yoko Miyagi宮城　洋子マレーシア２１０

Megumi Matsuda松田　めぐみマレーシア２１１

Hayati Md. Sallehハヤティ  モハマド　サレーマレーシア２１２

Suketoshi Taba田場　佑俊メキシコ２１３

Oshiro Satoru大城　悟メキシコ２１４

Jong Pil Hong洪　錘_韓国２１５

Teruya Tsutomu照屋　勉韓国２１６

Chen Pao Yu陳　保佑台湾２１７

Tsai Hsueh-Ni蔡　雪泥台湾２１８

Masumi Matsumoto松本　真澄香港中国２１９

Hideyo Fukushima福島　秀世香港中国２２０

Mayumi Matayoshi又吉　真由美香港中国２２１

Futaba Sueyoshi末吉　二葉香港中国２２２

Hidehiko Sakihama崎浜　秀彦上海中国２２３

Keiko Teruya照屋　慶子上海中国２２４

Tomoｆumi Yamashiro 山城　智史天津中国２２５

Koki Yoshimoto吉元　耕己福建省中国２２６

Ikemiyagi Katsuko池宮城　克子遼寧省中国２２７

Pan Hui潘　輝福建省中国　２２８

Paul Candllandポール　キャンドランド東京日本２２９

Yasokichi Konishiki小錦　　八十吉東京日本２３０
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６　ウチナーンチュ大会事業費の推移
　ウチナーンチュ大会の第１回（１９９０年）から第５回（２０１１年）までの大会事業費の推移は次のとおりとなっ

ている。主な財源は、県からの負担金、企業・団体からの協賛金である。

第５回大会
（２０１１年）

第４回大会
（２００６年）

第３回大会
（２００１年）

第２回大会
（１９９５年）

第１回大会
（１９９０年）

３６５，３４３，４８６円３３４，６６５，６９６円４１６，３２６，０５３円３５８，２０９，６６７円２７２，０１６，７９８円事業費

ウチナーンチュ大会事業費の推移（第１回～第５回） 
450,000
千円 

400,000

350,000

300,000
272,017

358,210

416,326

334,666
365,343

334,666
365,343

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0
第１回 

（１９９０年） 
第２回 

（１９９５年） 
第３回 

（２００１年） 
第４回 

（２００６年） 
第５回 

（２０１１年） 

７　沖縄県国際交流事業振興寄附金　寄付者一覧

金　額（円）寄　　　付　　　者

１，０００，０００オーキッドバウンティ事務局

１００，０００照屋　寛孝

８０，５８０デクスター照屋

１，１８０，５８０合　　　　　計
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８　第５回世界のウチナーンチュ大会協賛企業リスト一覧表
（単位：円）

入金額協賛営業企業名No入金額協賛営業企業名No
１０５，０００有限会社サン印刷６５５，０００，０００沖縄特定免税店株式会社１
１０５，０００株式会社メガネ一番６６３，１５０，０００沖縄セルラー電話株式会社２
１０５，０００沖縄ツーリスト株式会社６７３，１５０，０００沖縄電力株式会社３
１０５，０００株式会社コラボ６８１，４０５，０００株式会社ホクガン４
１０５，０００沖縄県生コンクリート協同組合６９１，０５０，０００オリオンビール株式会社５
１０５，０００有限会社サウスエリア７０１，０５０，０００株式会社りゅうせき　りゅうせきネットワーク会議６
１０５，０００財団法人沖縄電気保安協会７１１，０５０，０００光文堂コミュニケーションズ株式会社７
１０５，０００財団法人沖縄県電気管工事業協会７２１，０５０，０００株式会社お菓子のポルシェ８
１０５，０００沖縄県自動車販売協会７３１，０５０，０００株式会社沖縄銀行９
１０５，０００社団法人沖縄県造園建設業協会７４１，０５０，０００株式会社琉球銀行１０
１０５，０００沖縄生麺協同組合７５１，０５０，０００沖縄ディーエフエス株式会社１１
１０５，０００（社）沖縄県消防設備保守協会７６１，０５０，０００ザ・テラスホテルズ株式会社１２
１０５，０００ユインチホテル南城７７１，０５０，０００西日本電信電話株式会社沖縄支店１３
１０５，０００株式会社タム　　　　　　　　７８１，０５０，０００南西石油株式会社　　PETROBRAS１４
１０４，４７５マト・エンタープライズ７９１，０００，０００琉球セメント株式会社１５
１００，０００新報警備保障総合ビル管理株式会社　８０１，０００，０００沖縄コカ・コーラボトリング株式会社１６
１００，０００社団法人沖縄建設業協会８１１，０００，０００財団法人海洋博覧会記念公園管理財団１７
１００，０００農事組合法人グァバ生産組合８２８４０，０００沖縄県農業協同組合１８
１００，０００琉球ダイハツ販売株式会社８３５２５，０００福山商事株式会社１９
９４，５００砂辺松福テント株式会社８４５２５，０００株式会社トラステック２０
８４，０００那覇市伝統工芸館８５５２５，０００株式会社沖縄海邦銀行２１
６３，０００セコム琉球株式会社８６５２５，０００沖縄ハム総合食品株式会社２２
６３，０００株式会社ホテルロイヤルオリオン８７５２５，０００株式会社スズキ自販沖縄２３
６３，０００株式会社　国際言語文化センター８８５２４，８４３沖縄ガス株式会社２４
６３，０００福秀勝税理士事務所８９５１０，０００沖縄県養豚振興協議会２５
６３，０００総合紙器株式会社９０５００，０００株式会社南都２６
６３，０００沖縄テクノクリート株式会社９１３１５，０００株式会社久米島の久米仙２７
６３，０００株式会社オカノ９２３００，０００琉球協同飼料株式会社２８
６３，０００南部電工株式会社９３３００，０００株式会社那覇ミート２９
６３，０００株式会社沖縄不動産総合鑑定所９４２１０，０００沖縄ハーバービューホテルクラウンプラザ３０
６３，０００沖縄ビル・メンテナンス株式会社９５２１０，０００株式会社リンクアンドパートナーズ３１
６３，０００株式会社沖縄ダイケン９６２１０，０００那覇空港ビルディング株式会社３２
６３，０００八重山市町会９７２１０，０００株式会社ＥＭ研究機構３３
６３，０００社団法人沖縄県労働基準協会９８２１０，０００沖縄県商工会議所連合会３４
６３，０００医療法人真徳会（沖縄メディカル病院）９９２１０，０００株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ九州３５
６３，０００社団法人沖縄県歯科医師会１００２００，０００株式会社日本旅行沖縄３６
６３，０００大城純市法律事務所１０１２００，０００社団法人沖縄県建設産業団体連合会３７
６３，０００沖縄県ホテル旅館生活衛生同業組合１０２２００，０００財団法人沖縄県畜産振興基金公社３８
６３，０００有限会社拓商１０３２００，０００沖縄県飼料協同組合３９
６２，４７５株式会社沖縄ゼネラルサービス１０４２００，０００株式会社沖縄ホーメル４０
５２，５００株式会社パック／宮古テレビ１０５１５７，５００沖縄県酒造組合連合会４１
５２，５００沖縄タオル工業株式会社１０６１５０，０００（株）南西産業４２
５２，５００㈱ブレンズ１０７１０５，０００株式会社加島事務機４３
５２，５００有限会社ケイ・エフ１０８１０５，０００沖縄食糧株式会社４４
５２，５００有限会社マルタケ食品１０９１０５，０００那覇バス株式会社４５
５２，５００砂辺松福テント株式会社１１０１０５，０００沖縄県市町村自治会館４６
５２，５００有限会社メセナ（メセナ予備校）１１１１０５，０００かんぽの宿　那覇レクセンター４７
５２，０２５（社）久米崇聖会　　１１２１０５，０００トップツアー株式会社４８
５２，５００農業生産法人我那覇畜産１１３１０５，０００有限会社新垣菓子店４９
５０，０００一般社団法人沖縄県磁気探査協会１１４１０５，０００オキコ株式会社５０
４９，８７５沖縄三和シヤッター株式会社１１５１０５，０００株式会社沖縄映像センター５１
４２，０００株式会社スカイ企画１１６１０５，０００沖縄ポッカコーポレーション５２
３８，５００株式会社佐久本工機　　　　１１７１０５，０００沖縄ペプシコーラビバレッジ株式会社５３
３１，５００キースタッフ　１１８１０５，０００有限会社　ワコー貿易５４
３１，５００守礼堂１１９１０５，０００一般社団法人沖縄県レンタカー協会５５
３１，５００沖縄県電気工事業工業組合１２０１０５，０００北部市町村会５６
３０，０００株式会社アカネクリエーション１２１１０５，０００中部市町村会５７
２１，０００沖縄ピーシー株式会社１２２１０５，０００南部市町村会５８
２１，０００沖縄県市長会１２３１０５，０００株式会社オーディフ５９
２１，０００沖縄県町村会１２４１０５，０００琉球日産自動車６０
２１，０００沖縄県市議会議長会１２５１０５，０００沖縄サントリ―株式会社６１
２１，０００沖縄県町村議会議長会１２６１０５，０００沖縄高速印刷株式会社６２
２１，０００謝花きっぱん店１２７１０５，０００琉球ガラス工芸協業組合６３

４１，２４９，６９３全体合計金額１０５，０００大晋建設株式会社６４
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http://www.huoa.org/仲宗根　ノーマン　正明
Norman M. Nakasone

ハワイ沖縄連合会
HAWAII UNITED OKINAWA 
ASSOCIATION

アメリカ
ハワイ１

http://www.oaamensore.org呉屋　君子
Kimiko Goya

北米沖縄県人会
OKINAWA ASSOCIATION OF 
AMERICA, Inc.

アメリカ
カリフォルニア

２

大城　順一
Junichi Oshiro

サンフランシスコ沖縄県人会
OKINAWA KENJINKAI OF 
SAN FRANCISCO

３

金城　正信
Masanobu Kinjyo

サンディエゴ沖縄県人会
OKINAWA KENJINKAI OF SAN DIEGO４

ダンドイ　富士子
Fujiko Dandoy

サクラメント沖縄県人会
SACRAMENTO OKINAWA KENJINKAI５

http://okinawa-kenjin-wa.com佐久間  トーマス　保
Thomas T.Sakuma

ワシントン州沖縄県人クラブ
OKINAWA KENJIN CLUB OF 
WASHINGTON STATE

アメリカ
ワシントン州６

マグワイヤー　道子
Michiko Maguire

ユタ州沖縄県人会
UTAH OKINAWA KENJINKAI

アメリカ
ユタ７

フランク　アダムス
Frank Adams

アラスカ沖縄県人会
ALASKA STATE OKINAWAN KENJINKAI

アメリカ
アラスカ８

宇栄原　三保乃
Mihono Uehara

コロラド州沖縄県人会
COLORADO STATE OKINAWA 
KENJINKAI

アメリカ
コロラド９

okinawatomonokai.orgバーニー　繁子
Shigeko Burnie

オースティン沖縄友の会（在テキサス）
AUSATIN OKINAWA TOMONOKAI

アメリカ
テキサス

１０

君枝　マーティン
Kimie Martin

エルパソ沖縄県人会
ELPASO OKINAWA KENJINKAI１１

ローガン　光子
Mitsuko Logan 

ダラスフォートワース沖縄県人会
DFW OKINAWA ASSOCIATION１２

http://www.dfwchanpuru.comキャサリン・チャポイ
Kathleen Chapoy 

DFW チャンプル　沖縄県人会
DFW CHANPURU OKINAWA KENJINKAI１３

http://members.at.infoseek.co.jp/
okinawausa/index.htm

スペンス　育子
Ikuko Spence

沖縄県人会パート２ （インターネット県人会）
OKINAWA KENJINKAI Part 2 (InterNet)１４

マッキューエン　山田　有里
Yuri Yamada McEwen

ヒューストン沖縄県人会
Houston Okinawa Kenjinkai１５

キム　バクスバーム
Kim Buchsbaum

サンアントニオ沖縄ゆうなの会
Okinawa San Antonio Yuunanokai１６

http://www.chicagookinawak
enjinkai.com/Paula Gonzales Schmidling シカゴ沖縄県人会

CHICAGO OKINAWA KENJINKAI, Inc. 
アメリカ
イリノイ

１７

洋子　サンダリン
Yoko Sanderlin

中西部沖縄県人会
Midwest Okinawa Kenjinkai１８

http://www.indiana-okinawa.net/ナオコ　シェパーソン
Naoko Shepperson

インディアナ沖縄県人会
INDIANA OKINAWA KENJINKAI

アメリカ
インディアナ１９

www.indiana-yu-yu-kai.com嶺子　グルーノー
Mineko Grunow

沖縄遊友会
Okinawa Yu-Yu-Kai

アメリカ
インディアナ２０

http://www.okinawastl.comラングリー　久美子
Kumiko Langley

セントルイス沖縄県人会
St.Louis Okinawa Association

アメリカ
ミズーリ２１

吉田　紀子
Niriko Yoshida

ニューメキシコ沖縄県人会
NEW MEXICO OKINAWA KENJINKAI

アメリカ
ニューメキシコ２２

http://wikiwalker.net/ユディ　ヨシコ　ウォーカー
Yudi Yoskiko Walker

トウーソンアリゾナ県人会
TUCSON ARIZONA KENJINKAI

アメリカ
アリゾナ２３

（２００１１年１０月１９日時点）
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洋子　小浜　リーン
Yoko (Kohama) Lien

フェニックス沖縄県人会
PHOENIX OKINAWA KENJINKAI

アメリカ
アリゾナ２４

美智代　ドール
Michiyo Doll

カンザス州沖縄県人会
KANSAS OKINAWA KENJINKAI

アメリカ
カンザス２５

比嘉　照行
Teruyuki Higa

米国東海岸沖縄県人会
U.S.EAST COAST OKINAWA 
ASSOCIATION

アメリカ
ニューヨーク２６

http://www.niraikanai.org/定子・トウーシー
Teiko Tursi

ニューヨーク沖縄県人会
OKINAWA AMERICAN ASSOCIATION 
OF NEW YORK

アメリカ
ニューヨーク２７

http://www.okinawakai.orgトーマス・プロクター
Thomas Proctor

ワシントンＤ．Ｃ．沖縄会
OKINAWAKAI OF WASHINGTON D.C.

アメリカ
ワシントンＤＣ２８

コール　松本　真由美
Mayumi Matsumoto Cole

アトランタ沖縄県人会
ATLANTA OKINAWA KENJIN KAI

アメリカ
ジョージア２９

米盛　克之
Katsuyuki Yonemori

ジョージア琉球郷友会
GEORGIA RYUKYU KYOYUKAI

アメリカ
ジョージア３０

高良　ヨシコ　キャンプ
Yoshiko Takara Camp

サウスジョージア沖縄クラブ
South Georgia Okinawa Club

アメリカ
ジョージア３１

和子　ラッセル
Kazuko Russell

ペンサコーラ沖縄県人会
PENSACOLA, FL OKINAWA KENJINKAI 

アメリカ
フロリダ３２

http://sites.google.com/site/
floridaokinawakenjinkai/

秋子　首里　ダニエルズ
Akiko Shuri Daniels

フロリダ沖縄県人会（がじゅまる会）
FLORIDA OKINAWA Kenjin Kai

アメリカ
フロリダ３３

末子 オコーナー
Sueko O'connor

タンパベイ沖縄県人会
TAMPA BAY OKINAWA KENJIN KAI

アメリカ
フロリダ３４

http://home.cfl.rr.com/yuimaru/幸子　ゲイツ
Sachiko Gatz

スペイスコースト沖縄県人会ゆいまーる会
Space Coast Okinawa Kenjin-Kai 
Yuimaru-Kai

アメリカ
フロリダ３５

ラム　ジョセフ
Jpseph Lum

アラバマ沖縄県人会
Alabama Okinawa Kenjinkai

アメリカ
アラバマ３６

ヨシ　ペコラロ
Yoshi Pecoraro

フェイエットビル沖縄県人会
FAYETTEVILLE OKINAWA KENJINKAI

アメリカ
ノース　キャロ
ライナ

３７

千賀子　トーマス
Chikako Thomas

ジャクソンビル沖縄県人会
JACKSONVILLE OKINAWA KENJINKAI

アメリカ
ノース
キャロライナ

３８

ナオミ　カランダーン
Naomi Carandang

沖米文化普及協会
OKINAWA AMERICA CULTURE AND 
ASSOCIATION

アメリカ
ペンシルベニア３９

http://www.ohio-tomonokai.com秀子　モーア
Hideko Moore

オハイオ沖縄友の会
OKINAWA TOMONOKAI OF OHIO

アメリカ
オハイオ４０

李　久高　勝子
Katsuko Kudaka Lee

沖米　沖縄県人会
OKIBEI OKINAWA KENJIN KAI

アメリカ
メリーランド４１

http://www.michiganokinawakenjin-
kai.com/

グンジイ　礼子
Reiko Guernsey

ミシガン沖縄県人会
MICHIGAN OKINAWA KENJINKAI

アメリカ
ミシガン４２

あゆみ　オームステッド
Ayumi Olmstead

ミシガン沖縄県人会ちむぐぐる会
MICHIGAN OKINAWA ASSOCIATION

アメリカ
ミシガン４３

百合子・ノードクィスト
Yuriko Nordquist

ラスベガス沖縄県人会
LAS VEGAS OKINAWAN CLUB

アメリカ
ラスベガス４４

トモ子　ジョンソン
Tomoko Johnson

かりゆし沖縄ダラステキサス県人会
Kariyushi Okinawa Dallas Texas

アメリカ
テキサス４５

ハンモック　金城　新子
Shinko Kinjo Hammack

ニューオリンズ沖縄県人会（ゆんたく会）
New Orleans Okinawan`s Group (Yuntakukai)

アメリカ
ルイジアナ４６
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www.Funoki.comフィドラー　山川　嶺子
Mineko Yamagawa Fiedler

沖縄ファンオキ会
Funoki - Okinawa Fun Alliance

アメリカ
ネバダ４７

花城　ハリデー　正美
Masami Halliday Hanashiro

バンクーバー沖縄県友愛会
VANCOUVER OKINAWA-KEN YUAIKAIカナダ４８

山城　清市
Seiichi Yamashiro

カルガリーオキナワン クラブ
CALGARY OKINAWAN CLUBカナダ４９

金城　嘉孝
Yoshitaka Kinjo

レスブリッジ沖縄文化協会
LETHBRIDGE OKINAWA CALTURAL 
SOCIETY

カナダ５０

https://sites.google.com/a/
okinawatoronto.com/otsite/home

当山　ボブ
Bob Touyama

トロント球陽会
TORONTO KYUYO KAIカナダ５１

花城　ハリデー　正美
Masami Halliday Hanashiro

カナダ沖縄県人連合会
VANCOUVER OKINAWA-KEN YUAIKAIカナダ５２

http://www.okiren.org.ar/jp/新垣　定二
Teiji Arakaki

在亜沖縄県人連合会
CENTRO OKINAWENSE EN LA 
ARGENTINA

アルゼンチン５３

アントニオ　ヨヘナ　デ　オロ
Antonio Yohena De Oro

キューバ沖縄友好協会
CUBA OKINAWA KENJINKAIキューバ５４

フリオ　伊波　ロドリゲス
Julio Iha Rodriguez

青年の島県人会
ASOCIACI_N KENJINKAI ISLA DE LA 
JUVENTUD

キューバ５５

http://www.okinawa.com与那嶺　真次
Shinji Yonamine

ブラジル沖縄県人会
ASSOCIACAO OKINAWA KENJIN DO 
BRASIL

ブラジル５６

http://okinawacgms.com.br/玉城　ジョルジェ　諚二
Jorge Joji Tamashiro

カンポグランデ沖縄県人会
ASSOCIACAO OKINAWA DE CAMPO 
GRANDE

ブラジル
南マットグロッ
ソ州

５７

石川　新助
Shinsuke Ishikawa

ヴェネズエラ沖縄県人会
ASOCIACION OKINAWENSE DE 
VENEZUELA

ベネズエラ５８

http://www.aop.org.pe嵩原　ルイス
Luis Takehara Shirota 

ペルー沖縄県人会
ASOCIACION OKINAWENSE DEL PERUペルー５９

宮城　和男
Kazuo Miyagi

ボリビア沖縄県人会
ASOCIACION OKINAWENSE DE BOLIVIAボリビア６０

http://www.fenaboja.com/Okinawa/
okinawa.htm

中村　侑史
Yukihumi Nakamura

オキナワ日本ボリヴィア協会
ASSOCIATION BOLIVIANO JAPONESA 
DE OKINAWA

ボリビア６１

ペレス　ナカンダカラ　エリアス
Elias Perez Nakandakara

メキシコ沖縄県人会
ASOCIACION OKINAWENSE DE MEXICOメキシコ６２

伊良部　秀輔
Syusuke Irabu

コスタリカ共和国沖縄県人会
Costa Rica-Okinawa Kenjinkaiコスタリカ６３

城間　盛義
Seigi Shiroma

グアム沖縄県人会
GUAM OKINAWA KENJINKAI

アメリカ
グアム６４

太田　勉
Tsutomu MJr. Ota

ジャカルタ沖縄会（インドネシア）
JAKARTA UCHINA-KAIインドネシア６５

国仲　英純
Eijun Kuninaka

星琉会
OKINAWAN CLUB SINGAPOREシンガポール６６

仲地　省吾
Shogo NAKACHI 

タイ国沖縄県人会
OKINAWAN ASSOCIATION IN 
THAILAND

タイ６７

http://www.asahi.ph/pos2/クリストファー・マカリンタル
Christopher S. Macalintal

フィリピン沖縄県人会
PHILIPPINE OKINAWA SOCIETYフィリピン６８

宮城 　洋子（世話役）
Yoko Miyagi

マレーシア沖縄会
MALAYSIA OKINAWA KAIマレーシア６９
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諸喜田　伸
Shin Shokita

台湾在住沖縄県人会
TAIWAN OKINAWA KENJINKAI台湾７０

又吉　真由美
Matayoshi Mayumi

香港沖縄県人うりずん会
HONG KONG OKINAWA KENJIN　
UREZUN KAI

中国
香港７１

仲宗根　信明
Nobuaki Nakasone

福建省沖縄県人会
FUKKENSYO OKINAWA KENJINKAI

中国
福建省７２

諸見里　智行
Moromizato Tomoyuki

上海沖縄県人会
SHANGHAI OKINAWA KENJINKAI

中国
上海市７３

宮里　政充
Miyasato Masamitsu

天津沖縄県人会
TIANJIN OKINAWA KENJINKAI

中国
天津７４

国仲　恒四郎
Kuninaka　Koushiro

北京沖縄県人会
BEIJING OKINAWA KENJINKAI

中国
北京７５

http://www.dllocal.com/enjoy/item/
465

喜納　誠
Kina Makoto

大連沖縄県人会
DAIREN OKINAWA KENJINKAI

中国
大連７６

http://www.okinawakenjin.org.ukミラーメリア
Meria Miller

イギリス沖縄県人会
OKINAWA KENJINKAI OF UKイギリス７７

浦崎　光男
Mitsuo Urasaki

スウェーデンウチナーンチュ会
SWEDEN UCHINANCHU KAIスウェーデン７８

辺土名  朝雄
Choyu Hentona

スペイン沖縄県人会
ASOCIACIﾓN OKINAWENSE DE ESPAﾑA
ｇ

スペイン７９

宮城  繁
Shigeru Miyagi

カナリー沖縄県人会
ASOCIACIﾓN OKINAWENSE DE LAS 
PALMAS

スペイン８０

http://www.geocities.co.jp/
HeartLand-Ayame/6412/

外間　久美子
Kumiko Hokama

ドイツ沖縄県人会
DEUTSCHLAND OKINAWA KENJINKAIドイツ８１

http://blog.livedoor.jp/
okinawa_france/

大城　洋子
Oshiro Youko

フランス沖縄県人会
FRANCE OKINAWA KENJINKAIフランス８２

大城　和代
Oshiro Kazuyo

ノルウェー沖縄県人会
NORWAY OKINAWA KENJINKAIノルウェー８３

浦崎　政美
Masami Urasaki

シドニー沖縄県人会
SYDNEY OKINAWA KENJINKAIオーストラリア８４

イヴァン・オブリ
Yvan Obry

ニューカレドニア沖縄日系人会
NOUVELLE CALLDONIE DESCENDANTS 
D'OKINAWA

フランス
ニューカレドニア８５

高良　初子
Hatsuko Takara

ザンビア沖縄県人会
ZAMBIA OKINAWA KENJINKAIザンビア８６
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１０　県内の主な国際交流関係団体

FAXTEL住      所郵便番号代 表 者 氏 名団   体   名

863-1908863-1908
那覇市天久2-2-11
一級建築士事務所・アーキズム内

900-0005
前 田 真 之
具 志　 裕

会　　長
事務局長

アジア留学生友の会1

854-5519854-5511那覇市与儀1-26-6902-0076大 仲 良 一代　　表ＡＭＤＡ沖縄（アムダ）2

832-1865853-7147那覇市国場1170-18902-0075大 城 晶 子支　部　長いけばなインターナショナル沖縄支部3

878-4553879-3010
浦添市牧港3-40-6
浦添市中央公民館分館内

901-2131新 垣 安 二会　　長浦添市国際交流協会4

866-7932866-7932那覇市おもろまち2-6-15-802902-0067上 原 博 子会　　長エスパス・フランス5

965-6980982-5951恩納村字谷茶1496904-0412新 垣 雄 久会　　長沖印友好協会6

938-0108938-0100沖縄市字登川1583904-2142池 間 哲 郎代表理事
（特活）ＮＧＯ沖縄
アジアチャイルドサポート

7

888-4745888-4745南風原町津嘉山1559（事務局与座方）901-1117屋比久　孟　盛会　　長沖縄アルゼンチン友好協会8

889-0529889-7399
南風原町字喜屋武257
南風原文化センター内

901-1113
西 平 守 樹
平 良 次 子

会　　長
事務局長

沖縄インドネシア友好協会9

894-7648894-7648那覇市首里末吉町4-1-22　仲村ビル102903-0801
東 江 芝 軍
平 良 桑 萍

会　　長
事務局長

（社）日本沖縄華僑華人総会10

－
860-2747

863-2708（直通）
那覇市安里150-10　大山方902-0067大 山 盛 稔会　　長沖縄カナダ協会11

859-6221859-6123
那覇市字小禄1831-1
沖縄県産業支援センター2F

901-0152
平 良　 哲
内 間 仁 春

会　　長
事務局長

（財）沖縄観光コンベンションビューロー12

－885-4918
那覇市安里384-5
南米料理SUDAKA

902-0067浦添正光 他4名共同代表沖縄キューバ友好協会13

－－南城市玉城垣花77901-0601平　良　光史郎会　　長沖縄県・アセアン文化交流協会14

850-1937850-6006
豊見城市長堂182
南部農林高等学校内

901-0203
会　　長
事務局長

沖縄県国際教育研究協議会15

876-6014876-6000
浦添市字前田1143‐1
国際協力機構沖縄国際センター内

901-2552小　川　寿美子会　　長沖縄県JICA帰国専門家連絡会16

861-3473861-3463那覇市旭町112番地18　沖縄県旭町会館１F900-0029
大 城 光 代
波 平 眞 允

会　　長
常務理事兼事務局長

（社）沖縄県青少年育成県民会議17

876-6014876-6000
浦添市前田1143-1
国際協力機構沖縄国際センター内

901-2552
宮 平 大 輔
仲　間　あずみ

会　　長
事務局長

沖縄県青年海外協力協会18

868-0700866-2295
那覇市泉崎1-2-2
沖縄県森林緑地課内

900-8570
稲 嶺 惠 一
東 江 賢 次

会　　長
事務局長

沖縄県青年海外協力隊を支援する会19

867-6100866-3179
那覇市牧志1-3-24　朝日矢ビル4Ｆ　
（株）南都内

900-0013
大 城 宗 憲
八 幡　 昇

会　　長
事務局長

沖縄県日韓親善協会20

877-8424（090）1949-4339宜野湾市宇地泊760 スカイコート205901-2227
上 田 尚 史
上 地　 修

代　　表
事　務　局

沖縄県ボランティア通訳友の会21

863-9547866-2746
那覇市泉崎1-2-2　13F
沖縄県教育庁生涯学習振興課内

900-8571
仲 筋 一 夫
石 垣 安 重

会　　長
事務局長

沖縄県ユネスコ協会22

（0980）43-2505（0980）43-2118東村字平良380-1905-1204伊 集 盛 元理　事　長（社）沖縄産業開発青年協会23

932-8214932-6883沖縄市上地2-19-6　沖縄市文化センター4F904-0031顧　 立 徳会　　長沖縄市国際交流協会24

927-3029933-1581沖縄市呉屋7-6-16904-0021久 高 將 輝会　　長沖縄市国際交流ボランティア連絡会25

－886-5070
沖縄県那覇市首里大名町1丁目43-2
（特別養護老人ホーム大名内）

903-0802玉　城　ヒデ子会　　長沖縄ゾンタクラブ26

931-0373931-0373沖縄市字与儀445-1904-2174
仲井眞　弘　多
泉　 惠 得

会　　長
理　事　長

沖縄日伊協会27

877-1118－那覇市長田2-26-42902-0077
高 山 朝 光
大 城 真 幸

会　　長
事務局長

沖縄ハワイ協会28

939-4090939-4090沖縄市安慶田1-17-56904-0012
屋 宜 恒 一
金 城　 弘

会　　長
事務局長

沖縄フィリピン協会29

861-7955867-3304
那覇市泉崎1-15-5
沖縄インターオーシャンサービス内

900-0021
西 原 篤 一
与那城　昭　広

会　　長
事務局長

沖縄ブラジル協会30

862-2105862-3188那覇市曙2-14-12　（株）名建産業内900-0002鎌 田　 隆会　　長沖縄・ベトナム友好協会 31

869-0037869-0037那覇市おもろまち4-2-27　1401号900-0006
比　嘉　憲太郎
平 良 東 明

会　　長
顧問

沖縄ペルー協会32

867-1684861-3792那覇市泊3-3-1900-0012
亀 島　 靖
宮 良 正 根

会　　長
事務局長

沖縄ベルギー協会33

859-4105857-9496沖縄市大里2-31-10901-2203
宮 里 哲 夫
平 良 勝 昭

会　　長
事務局長

沖縄ボリビア協会34

863-7313863-7313那覇市泊1-27-15　（株）おおうら内900-0012大 浦 敬 文会　　長沖縄メキシコ協会35

886-5163885-3835那覇市古島1-24-19902-0061金 城 栄 喜会　　長沖縄ワシントン協会36

884-7043090-1949-4041那覇市首里平良町1-14-1-601903-0806岩　崎　セツ子会　　長沖縄フランス（沖仏）協会37

874-2186879-2847浦添市字安波茶3-8-6903-0806
比屋根　清　一
田 中 一 郎

会　　長
事務局長

海外のウチナーンチュ子弟を励ます会38

832-4490832-8780那覇市松川2-2-16902-0062山　田　恵美子支　部　長
（社）ガールスカウト日本連盟
沖縄県支部

39

832-6575832-6575那覇市壷屋2-10-10902-0065金 城 光 男会　　長カンボジア沖縄友好の会40


